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プロローグ







　波なみ乱だれ烈れつ火かが生きる時より、未来の時間軸。

『全ての戦争オールオブウオー』と呼ばれるあらゆる世界を巻き込んだ戦争が続く時代。

　長きにわたるその戦争を止めようと動く『機関』があった。

　おそらく、この世界で唯ゆい一いつ『全ての戦争オールオブウオー』を止めるために活動している組織。

　その『機関』の本部が、今。




　何者かの襲しゆう撃げきを受けていた。




「あーあー」

　襲撃による破は壊かい光や煙けむりを上げる施し設せつを見下ろしながら、その女性は緊きん張ちようを孕はらんだため息をついた。

　女性は、アールから「博士」と呼ばれる科学者だった。

　そして、『機関』の幹部でもある。

　しかも幹部の中でも特に重要度の高い役職についている。

　即すなわち、波乱烈火にヒロインを選ばせ、『全ての戦争オールオブウオー』を根本から回かい避ひするという、『機関』最大のプロジェクトの最高責任者だ。

　敵の目的はまだ不明だが、博士の身み柄がらが目的、ということは充じゆう分ぶんにあり得る。

（万が一、私が捕つかまったらただじゃ済まないでしょうね）

『機関』をよく思わない団体や国や世界なんてごまんとある。

　利権・政治・金金金エトセトラエトセトラ……『全ての戦争オールオブウオー』はあらゆる世界に影えい響きようが及およぶ戦いであるため、それこそ億を超こえる思おも惑わくが交こう錯さくする。

　全員が全員、平和を願っているわけではない。

　それこそ極きよく端たんな例を挙げてしまえば、「戦争で金かね儲もうけをしている連中」は戦争が終わったら困るのだ。

　そういう奴やつらはまとめて並べて×××したいが……まぁ、個人的感情はひとまず置いておくとして。

　だから『機関』の運営には政治的な部分に多大な力を割さいてきた。

　それが功を奏していたからこそ、ここまで直接的に攻こう撃げきをしかけてくる相手は今までいなかったわけだが……。

　今までは、今までだ。

「はぁ」

　博士はもう一度ため息を漏もらす。

　のんびりしているわけではない。

　だがしかし、慌あわてても何もいいことはないと知っているので、自分の心しん拍ぱく数すうを抑おさえるためにももうひと息。

　息を吐はいて、深く吸って、脳に酸素を行いき渡わたらせる。

　まず、考えるべきことは。

「相手が誰だれなのか？」

　前提として、『機関』は基本的に中立組織だ。

　前述の通り『機関』を快く思わない連中はいても、『機関』と真っ向から敵対している勢力はない。

　つまりこの敵は、わざわざ『機関』と「敵対しに来た」ということだ。

　だが、ぽっと出の新興勢力にこの本部を襲撃できるような戦力があるとは思えない。可能性はゼロではないが、ひとまずその可能性は排はいして思考を先に進める。

「……」

　博士の眼下では、彼かの女じよの造った『機関』防衛システムが敵の戦力を次々と削そいでいる。

『機関』は世界平和を願う組織だが武力を持たないわけではない。

　全世界でも有数の頭脳を持つ彼女が造った防衛システムは、たとえ魔ま法ほうや異世界の技術が相手でも決して引けを取りはしない。

　見える範はん囲いで、戦せん況きようは五分と五分。

　別に自画自賛するわけではないが、敵も相当入念な準備をしてきたようだ。

　やはり単に頭がハッピーな連中が思いつきで襲撃してきたわけではない、と考えるべきだろう。

　頭の中で、『機関』を襲おそうためだけに作られた新興勢力、という可能性レベルをひとつ下げる。

　しかし。

（となると、やっぱりそれなりの勢力による襲撃ということよね）

　だが、それなりの勢力というのは、その規模に見合った数の敵がいる。

　そして、それこそ星の数ほどの戦場が溢あふれる世界では、たとえどんなに強大な勢力でも常に戦力は不足している。

　何しろありとあらゆる場所で戦っているのだ。

　そんな状じよう況きようで、「わざわざ敵対者を増やす」この襲撃の意味は？

「この襲撃で誰なら得をする？」

　普ふ通つうに考えるなら、どう考えても『機関』を敵に回すことに得はない。

　しかし、これも前述の通り、世界中で飛とび交かう思惑は膨ぼう大だいだ。

　戦略・政略・怨えん恨こん・暴走・信しん仰こう・営利目的エトセトラエトセトラ、この何者かたちの都合が噛かみ合あい、この襲撃につながったということも考えられる。

　なら、と博士は見方を変える。

「現実問題、今『機関』に何が起こってる？」

　状況から敵の目的を逆算する。

　襲撃は本日未明より始まり、今もなお継戦中。

　本部施設に被ひ害がいは出ているが、重要施設は重点的に護まもっているのでそちらは無事。

　だがこの襲撃を凌しのぐまで、『機関』はほとんど身動きが取れなくなる。

「……『機関』の機能停止が狙ねらい？」

　敵側の補給や味方の救きゆう援えん次し第だいだが、戦せん闘とうが続く限り、『機関』はまともに活動できない。

　つまり、敵の狙いは――

『――はか、せ……』

「！」

　不意に、博士の目の前に半はん透とう明めいのディスプレイが浮うかんだ。

　遠く離はなれた相手との通信機能だ。

　だが、この回線は他の回線とはまったくの別物――過去からの通信用の代しろ物ものである。

　しかも宙に浮かんでいるのは、緊急時用の独立回線だ。万が一に備え、他の回線から完全に切り離したもので、アールから博士へ直接コンタクトが取れるように持たせたものである。

「アール!?　どうしたの!?」

　博士は通信の向こう側の相手――アールへと呼びかける。

　彼女にとっては娘むすめにも等しい存在。

　その娘から緊急の通信。

　加えて、今『機関』で起きている異変。

　ふたつの凶きよう事じが無関係であるなどと、そんな楽観的な思考は、博士には当然できなかった。

　そして、通信ディスプレイから、アールの途切れ途切れの言葉が続く。

『――時間が、ないので要点を……れっ、かさんを、助けてくだ、さい……』







第一章　日常-1







　ピピピピピ

　目覚ましの音がする。

「んが……」

　俺おれはベッドに手を伸のばしてアラームを止めた。

「……」

　眠ねむい。

　秋も過ぎ、最近は段々寒くなってきて、ぬくい布ふ団とんから出るのが日々難しくなってきた。

　あと十分……

　誰かにそんな言い訳をして、俺は再びまぶたを閉じた。




　　　　　▽




　そして遅ち刻こくした。

　まぁ当然だ。

　俺は授業中だった教師に注意を受け、自分の席へと移動してカバンを開いた。

　教科書を取り出し、ノートを広げる。

　歴史の教師が講義を再開しているが、途と中ちゆうから入ってきた俺には何ページの話なのか分からない。

　前回どこまでやったか思い出そうとするが、ノートもロクに取っていないので、授業の進み具合もロクに把は握あくできない……

　というところで、俺はいろいろと諦あきらめた。

　授業を受けるフリをしながら、あくびを噛かみ殺ころす。

「……」

　何となく左右を見るが、特におもしろいものも見当たらない。

　ドアと窓が見えるだけだ。

　俺はもう一度あくびを噛み殺す。

　教室にいるのは退たい屈くつだ。

　では、学校が退屈なのかと言えば、別にそういうわけでもない。

　なにしろ俺には親おや父じから受うけ継ついだ厄やつ介かいな『血筋』とやらがあるからだ。




　　　　　▽




　昼休み。購こう買ばいにでも行こうかという時、後ろから声をかけられた。

「波なみ乱だれさん」

「はい？」

　振ふり返かえると、そこにいたのは生徒会の副会長だった。

　またいつものかと思いつつ、何でしょうか、と尋たずねる。

「会長が呼んでるわ」

「了りよう解かいです」

　素す直なおに頷うなずき、副会長についていく。

　やがて、生徒会室前に。

　生徒会委員でもないのに、この扉とびらも随ずい分ぶんとくぐり慣れたなと思いつつ、俺は中へと入った。

「どーも、呼ばれて来ましたー」

「おう、待ったぞ。波乱烈れつ火か」

　ストレートな物言いのわりに厭いや味みのない返事をした相手は、生徒会室の奥おくの机に座すわり、ひらひらと手を振っていた。

　三みつ橋はし高こう校こうの名物会長、独眼生徒会長こと吉き備び桃もも音ね。

　右目の眼帯がチャームポイントらしい。

　ちなみに右目は失明しているわけではなく、霊視という特とく殊しゆな能力が宿っていて、剥むき出だしのままだと実生活に支障が出るから普ふ段だんは封ふう印いんしているそうだ。

　……と、こう書くと実に非日常チックな人物だが、普段やることもわりと破は天てん荒こうだ。

　特に俺を呼ぶ時は、大たい抵てい。

「えーと、それで今度は何があったんですか？」

「今回はそこまでたいしたトラブルじゃない」

　桃音会長は手にしていた書類を机の上にパサッと放ほうり投なげる。

「サッカー部の奴らがな、グラウンドの体育用具室で変なものを見たそうだ」

「変なもの、ですか」

　ぼかした言い方に、俺は肩かたを竦すくめる。

　この場合、桃音会長が言う「変なもの」が指すものは決まっていた。

「ちょっとこっち来い」

　桃音会長は近寄れと俺を手招く。

　言われた通り近づくと、彼女はいつものように俺の肩に手を回し、こつんと額と額をぶつけて、顔を近づけた。

　そうしてから、副会長に話を聞かれぬように、ぽそぽそと小声で囁ささやいてくる。

「どうもはぐれの妖よう怪かいが棲すみついたみたいだ。適当に説得してこい」

　妖怪、と言われ、俺は、やっぱりな、と思った。

　桃音会長の言う「変なもの」とは、つまり「妖怪」のことだ。

　なぜそんなものが会長の口から飛び出すかといえば、彼女の家が神社で、代々妖よう怪かい絡がらみのトラブルシューター的なことを生なり業わいとしてきたからである。

　俺は以前その手伝い的なことをしたことがあって、それ以来度たび々たび呼び出されては多た忙ぼうな彼女に代わり、校内で起きた心霊現象や妖怪トラブルの解決をしていた。

「説得ってのは分かりましたけど、前回みたいに人の話を聞かない凶きよう暴ぼうな奴じゃないですよね？」

「安心しろ。ヒトウを呼んであるから、あいつと一いつ緒しよに行け」

「ヒトウさんって……誰かに見つかったら大おお騒さわぎですよ？」

　ヒトウさんこと飛ひ頭とう蛮ばんとは、文字通り人の頭だけが空を飛んでいる妖怪だ。

　たとえ昼間でも出で合あい頭がしらに見たら即そく絶ぜつ叫きようもののインパクトである。

「仕方ないだろ、ポンの奴がティッシュ配りのバイト中で来れないんだから」

　ちなみにポンさんは化ばけ狸だぬきの妖怪で、人に化けることができる。絵面的にとっても安心な妖怪で、この辺りの妖怪集団をまとめているリーダーでもある。

「あー、アルバイトじゃ仕方ないですね」

　彼かれは人に化けて日ひ銭ぜにを稼かせいで仲間の食料を賄まかなっているので、それを邪じや魔まするのは良心が咎とがめる。

「……んっ、んん！　こほんっ！」

　その時、副会長が物もの凄すごくわざとらしく咳せき払ばらいをする。

「会長、いつまで彼と密着しているんですか？」

「ん？　ああ、それもそうだな」

　副会長に注意され、桃音会長は手を離す。

「まったく……会長は波乱さんとの距離感が近すぎます」

「はっはっは、妬やくな妬くな」

「なっ！　妬いてなんかいません！」

　会長のからかいに、副会長はカッと赤くなって反論する。

　まぁ……確かに桃音会長は副会長の言う通り人との距離感が近いと思う。

　言動はヘタな男子より男らしいのだが、外見は美人だし、正直肩を組まれて顔を近づけられるとドキドキする。少し自重して欲ほしい。

　当の桃音会長はまるで気にも留めていないようで、ハッハッハと笑っている。

「まぁオレと問題児の仲だ。そう目くじらを立てなくてもいいだろ、副会長」

「風紀の問題です」

「健全な男女のやり取りまで槍やり玉だまに挙げるのは職権乱用じゃないか？　お前もそう思うだろう？」

「いや、俺はどっちかって言うと副会長さんに賛成で……」

「ほれ、波乱烈火も会長の意見に賛成だと言っているぞ」

　綺き麗れいに「副」の一字を無視して、桃音会長は自分に都合のいいように俺の発言を改かい竄ざんする。

「だいたいオレだって華はなの女子高生だ。恋れん愛あいのひとつやふたつ興味もある。この気持ちを他人にあれこれ言われる筋合いはない」

「「なっ!?」」

　突とつ然ぜん、桃音会長が何か言い出したので、俺と副会長は揃そろって変な声を上げる。

　そうしたら彼女は途と端たんにニヤニヤと笑って。

「ん～どうした？　別にオレは相手が波乱烈火だとはひと言も言ってないぞ？」

「何でもありません」

　できるだけ素っ気なく答えるが、余計にニヤニヤされただけだった。

「まっ、そういうわけで用具室の件は頼たのんだぞ」

「はぁ……毎度気軽に頼んでくれますね」

　少し不ふ機き嫌げんに答えると、桃音会長は苦く笑しようし。

「そう言うな。聞いた話じゃ今日も遅刻したそうじゃないか」

「うっ、相変わらず耳みみ聡ざとい……」

「いつも通り生徒会の手伝いをしたということにしておいてやるから、せいぜい内ない申しんを稼いでこい」

「へーい」

　俺は肩を落としながら頷き、生徒会室から退室する。

「我ながらとんでもない会長に目をつけられたよなー」

　まったく、自分の『血筋』が恨うらめしい。

　俺の中に流れる『波乱の血』は、尋じん常じようではない『物語』――要約すると、非日常的な物事やそれに関かかわる『ヒロイン』――に巻き込まれる体質なのだ。

　それがキッカケで会長の妖怪退治や、そのほかに様々な『物語』や『ヒロイン』と関わることになったのだけれど……一番俺をこき使っているのは、間ま違ちがいなくあの会長だ。

　まぁ、彼女の手伝いを生徒会の手伝い扱あつかいにして、内ない申しん書しよの点数にプラスするよう取り計らってくれているのは正直助かるが。

「俺って一学期から遅刻に無断欠席が多かったもんなぁ……」

　つまり自じ業ごう自じ得とく。

　両親が海外転勤になって朝起こしてくれる人がいなくなったから遅刻は仕方ないとして、無断欠席が多いのは我ながら不良っぽい……

　…………あれ？

　俺、何で無断欠席なんかしたんだ？

　それも何度も何度も。

　不良っぽい、なんて自分で言ったけど……そこまで不良じゃないよな、俺って？

　どっちかって言うと、優等生でも不良でもない、どっちにもなれないわりにちょっと成績の悪い、フツーの人間だと思う。

　無断欠席を何度もやる度胸、俺にあったっけ？

　だがしかし、無断欠席したという記き憶おくは確かにある。

　何となく学校に行く気力が湧わかなくて休んで……それをずるずるといつの間にか繰くり返してしまって、しかもたいして記憶もしていなかったのだろうか？

「親おや父じもお袋ふくろもいないから、気が緩ゆるんでたのかな……？」

　なんだか微び妙みように腑ふに落ちないが、明日から少し気をつけた方がよさそうだ。

　戒いましめに自分の頭をはたきながら、俺は外で待つヒトウさんのところへと向かった。




　　　　　▽




　体育用具室に棲みついた妖怪の説得は無事に済んだ。

　今いま頃ごろはヒトウさんにポンさんのところへ連れて行ってもらっているはずである。

　そんなわけで、放課後。

　俺は退屈な教室をさっさと出て、軽文部の部室へと向かっていた。

　軽文部の部室は旧校舎にあるのでしばらく歩く。

　階段を上り、ようやく部室に辿たどり着ついた。

「せんぱー……あれ？」

　部室に入るが、誰もいない。

「あれ？　今日は部活あるって連れん絡らくもらったんだけどな……」

　ケータイを確かく認にんするが、特に中止というメールは来ていない。

「てことは、あそこか？」

　俺は来た道を引き返し始める。

　目指す先は、保健室だ。

　授業が終わり、下校していく生徒たちとは逆方向へと歩いていくと、やがて一階の保健室に着く。

「失礼しまーす」

「ん？　何だお前か」

　相変わらずここの保健医は口が悪いな……。

「常盤ときわだろ。そっちで寝ねてる」

「了解です」

　やっぱり保健室で寝てたか。

　先せん輩ぱい……軽文部部長の常盤緑みど里り先輩は保健室登校をしていて、普段は保健室にいる。

　軽文部の活動が不定期なのも、彼女の体調によって休んだりすることがあるからだ。

「常盤先輩。部活の時間ですよー」

　俺は声をかけながら、ベッドの周りのカーテンを開ける。

　と。

「せせせ先輩!?」

「ん～烈火クン？」

　先輩はのんびりとした声を上げながら俺の名前を呼ぶ。

　眠そうにまぶたを擦こする彼女は、寝ている最中にズレたのか、盛大に服の裾すそがずり上がっていた。

　し、下着が……！

「常盤先輩！　服を直してください！」

「……むにゃ？」

　常盤先輩は寝ぼけた返事をして、たっぷり時間をかけてのろのろと服の裾を直した。

　桃音会長とは別の意味で、本当にその辺りに頓とん着ちやくしない先輩である。

「んっんん、えっと、部活の時間なんで迎むかえに来ました」

　適当に咳払いをしてから、俺は用件を伝える。

　常盤先輩はまたしばらくボーッとしたあとで、

「……おぶって？」

　と言って、背中に乗せろとばかりに両りよう腕うでを差し出してくる。

　たぶん、眠いから自分で歩きたくないんだろうけど、

「いや、あの、自分で歩きましょうよ」

「んー」

　常盤先輩は頬ほおを膨ふくらます。

　そんなかわいい仕草されても困る……

「いーじゃないか少年。おぶるのくらいはじめてじゃないだろ？」

　保健の先生は無責任にそんなことを言ってくるし。

「はじめてじゃないですけど、そういう問題じゃ……」

「巨乳の先輩をおぶるのは嫌いやなのか？」

「巨乳だから困るんでしょうが！」

　叫さけんでから、あっ、と思ったが、常盤先輩は特に気にしていない風に首を傾かしげている。

　保健医はひとしきり笑ったあと、

「いいからさっさと連れてけ。いつまでもベッドを占せん領りようされてるとこっちも困るんだよ」

「……」

　俺は、はぁとため息をつき、常盤先輩に背中を差し出す。

　直後、むにゅん、とやわらかな感かん触しよくが肩けん甲こう骨こつの辺りで潰つぶれ、胸の重量感に比べて軽い先輩の体重が俺の上に乗っかった。

「じゃ、よろしくな～」

　保健医はひらひらと手を振り、出て行く俺たちを見送る。

「あっ、髪かみ飾かざり取らなくて平気でしたか？」

　常盤先輩が頭につけている髪飾りは、派手という理由で先生から禁止されている。なので、廊ろう下かでは基本はずすことにしていた。

「んー、いいよ。たぶん、大だい丈じよう夫ぶ」

「でも見つかったら」

「その時は烈火クンがダッシュで逃にげて」

「……俺は馬車ですか？」

「んーん、大事な後こう輩はい」

　人の背中で首を横に振るので、彼女の額が後頭部をくすぐった。

　なんともムズがゆい気持ちになりつつ、俺は旧校舎の部室を目指して歩き続けた。

「はい。着きましたよ」

「ん」

　常盤先輩を部室にあるパソコンの前の椅い子すに下ろし、ようやく俺はひと息つく。

　幸い生活指導にも見つからず、無事に辿り着くことができた。

　その代わり、心臓がドキドキしっぱなしだったけど……。

　密着していた彼女に心音が伝わっていなかったか心配だ。

　常盤先輩は肩にかかった髪を梳すきながら、パソコンの電源をゆっくりと入れる。

　軽文部の部員は俺と先輩のふたりだが、活動しているのは実質彼女だけと言っていい。

　俺は廃はい部ぶになりそうだった軽文部の存続のために入部したわけだが、だからといって特別軽文部らしい活動をしているわけではない。

　部室にある本を読んだり時には漫まん画がを持ち込んだり、居い眠ねむりしたり……どうしても課題をやらなければならない時はそれをやったりする。

　俺がそんな風に時間を過ごしている間、常盤先輩は隣となりでずっとキーボードをカタカタ鳴らし続けるのだ。

　カタカタカタカタ

　これが軽文部の日常。







[image: ]







　そして、放課後の俺の日常でもある。

　この時間が俺はわりと嫌きらいではない。

　むしろ好きだ。

　俺が学校を嫌いにならないのはこの時間があるからだ。

　あとはまぁ、あんまりカウントしたくないが、桃音会長が持ち込んでくる厄介ごとも退屈な時間を凌しのぐという意味ではいい刺し激げきだと思う。

「さてと……」

　今日は何をしながら、常盤先輩の隣にいようか。




　　　　　▽




　部活が終わったあと、帰りはいつも常盤先輩と一緒だ。

　なにしろ放っておくとどこかで倒たおれてそうな人だし……時々、生徒会が終わった桃音会長と合流することもあるが、基本的に常盤先輩を彼女の家まで送り届けるのが日課となっている。

「じゃあ先輩。また明日」

「たまには、上がっていかない？」

「いや、もう遅おそいですし」

「今日はお父さんもお母さんも帰ってこないよ」

「……いや、余計に上がりづらいですよ」

　常盤先輩は時々、俺が男だって分かってないんじゃという発言をする。

　もう少し自分が異性からどれくらい魅み力りよく的てきに映るのかを知って欲しい。今度、桃音会長にその辺のことを教えておくよう頼んだ方がいいだろうか？

「まぁ、とりあえず今日はもう帰ります。また明日」

「ん……じゃ、またね」

　常盤先輩はドアの隙すき間まから手を振ってきて、俺はそれに応こたえながら自分の帰路につく。

　冬も間近になって日が暮れるのも早くなった。

　すでに帰り道は暗いが、街灯があるので歩くのに支障はない。

　ただまぁ静かな帰り道というのは、なんとなく寂さびしいものでもある。

　常盤先輩の家から俺ん家ちまでひとりか。

「はぁ～」

　こうして吐く息もそろそろ白くなる時期だろう。

　道みち端ばたに落ちる枯かれ葉はがどことなく哀あい愁しゆうを誘さそう。

　……何でだろう？　前はこんなこと思わなかったような気がする。

　なんか口くち喧やかましい奴がいつも隣にいたような……

「……」

　気のせいか。

　隣にいつも誰かいるって。

　そんな幼馴染みたいな奴、俺にはいないじゃないか。

　今日はなんだか自分でも妙みように想像力豊かだ。

「烈火さん？」

「っ！」

　不意に名前を呼ばれ、思わず勢いよく振り向いてしまった。

　自分の妄もう想そうが形になったのかと思ったからだ。

　だが、予想は簡単にはずれた。

「ど、どうしました？」

「……よっ、ユリア」

　俺は肩の力を抜ぬいて、驚おどろいた表情の少女に向かって軽く手を挙げて挨あい拶さつした。

　気がつけば、教会の近くまで来ていたようだ。

　ユリアは最近この町に赴ふ任にんしてきた教会のシスターだ。

　俺の『血』が呼び寄せるのかもしれないが、この町には何かと人でない者も多い。そのため教会の異い端たん狩がりとしての顔も持っていた彼女とは、地元の妖怪トラブル専門家である桃音会長とともに一度ぶつかったことがある。

　もっとも今では桃音会長とも和解し、人外に対して敵意以外の感情の向け方を彼女なりに模も索さくし始めているところだ。

「えーと、それで、どうした？　何か用か？」

「いえ、単に見かけたので声をかけただけですが……」

　ユリアはコホンッと咳払いして。

「それよりも随分と取り乱していましたね。また何か異性について変な妄想をしていたのではないですか？」

「いや！　別にそんなことはしてないけどな!?」

　幼馴染がどうとか、変な想像をしていたのは確かなので、俺は必要以上に大きな声で誤ご魔ま化かした。

　しかし、ユリアは納なつ得とくしていないようで、

「烈火さんはただでさえ周囲に煩ぼん悩のうが多いのですから、常つね日ひ頃ごろから気をつけねばなりませんよ。そもそも……」

　と、唐とう突とつに説教タイムが始まる。

　うーんとなりながら、立ち去るわけにもいかず、俺はその場に留まる。

　やはり教会育ちで根が聖職者な彼女からすると、俺はどうにも不ふ真ま面じ目めの塊かたまりのように映るらしい。

　そこはまぁ否定しないのだが、彼女はどうにも俺が女にだらしないと勘かん違ちがいしているらしく、こうして何かと機会を見ては人を更こう正せいさせようと話し始めるのだ。

「ちょっと、聞いていますか？」

「うへっ!?」

　急にぐいっと顔を近づけられ、素すっ頓とん狂きような声を上げてしまう。

　うわの空で半分聞き流していたのを咎められたようだ。

　それはそうと。

「あ、あの、今日はこの辺で勘かん弁べんしてもらえませんか？」

「まだ話は終わっていませんよ」

「いや、その……」

　ユリアは気づいていないようだが、外人特有のスタイルのよいボディが、詰つめ寄よられたせいであちこち当たっている。

　清せい楚そなシスター服の下に隠かくされた豊ほう潤じゆんな体。

　さすがとしか言いようがないが、ハッキリ言うとそれはそれで怒おこられるのが目に見えているので、なんとかオブラートに伝えたい。

「えーっと、うん。とりあえず、もう少し離れてくれないか？」

「そう言って逃げるおつもりですね？　逃がしませんよ」

　墓ぼ穴けつを掘ほった。

　ユリアはガッチリとこちらのネクタイを掴つかみ、絶対に逃がさない構えだ。

　おかげでさらに距離が近くなり、密着率が上がる。

「近いっ、近いって！」

「何か不都合が？」

「不都合っていうか何ていうか……」

　胸のことを言ったらバトルアックスが飛んでくる。

　もっと別の言い回しを……そうだ。

「ユリアみたいな美人が近くにいると落ち着かないんだ」

「……！」

　俺の歯の浮くようなセリフに、ユリアはぎょっとして顔を離す。

　それからビシッと頭をチョップされた。

「そういうことを平気で言っているからあなたの周りは煩悩にまみれているんです！」

「そ、そんなことないと思うけどな……」

　密着状態は解除されたが、余計に怒らせてしまったようだ。

　けど、もし今の俺が煩悩にまみれているとすれば、それはたぶんユリアのせいなんだけど……まぁ、それは黙だまっておく。

「まったく……烈火といい桃音といい、あなたたちは見ていていつも心配になります。もう少しマジメに生きませんと天国に行けませんよ」

「そ、そうか？」

「そうです。そもそもあなたたちは会った時から……」

　ヤバい。なぜか説教タイムが始まりかけてる。

　聖職者の彼かの女じよからすると、俺や桃音会長はあれこれとユルすぎるように見えるようだ。

　ユリアなんてそれこそ出会った時なんか、人外絶対許すまじみたいな、ガチガチのエクソシストだったし、教義に忠実というか、相当マジメに生きてきたんだろうな。

　今思えば、彼女とはいろいろと相あい容いれない部分の多いと俺と桃音会長が、よくもまぁ妖怪たちを殺さないでくれと説得できたものだ……

　ん？

「なぁ、ユリア」

「だから烈火さんは……何ですか？」

　ユリアは説教を中断して尋ね返してくる。

「……こんなこと訊きくのも変なんだけど……俺と桃音会長がユリアと出会った時って、誰だれかほかにいなかったか？」

「ほかに……あの猫ねこ又またの少女のことですか？」

「いや、アイじゃなくて、もっとこう」

　ユリアを説得できるような……。

　というか、俺や桃音会長に彼女が説得できたというのが、いまいち信じられないというか……。

　何でこんなこと思うんだ？

　記憶はあるのに……

　自分で訊いておいて、何でこんなことを訊いたのか意味が分からない。

　それはユリアも同じなようで。

「……すみませんが、覚えていませんね」

「そうか。なんか、女の子がいたような気がするんだけど」

　そう言うと、ユリアがまたキッと眉まゆを吊つり上あげる。

「また女の子ですか」

「えっ？　あ、いや！」

「……やはり烈火さんは一度精神を鍛え直す必要がありますね。いつでも教会に来てください。私がつきっきりでしごいて差し上げます」

「勘弁してくれ！」

　俺は悲鳴を上げ、その場から脱だつ兎との如く逃げ出す。

　後ろからユリアの声が聞こえたが、聞こえなかったフリをしてそのまま駆け抜けた。

　桃音会長や常盤先輩みたいにいろいろ緩いのも困りものだけど、ユリアのように固すぎるのも大変だ。

　……別のところはやわらかかったけど。

「って、何考えてんだ俺は」

　そういうアホなことを考えてると、アイツからツッコミが……。

　あれ？

　アイツって誰だ？

「んん？」

　もう少しで思い出せそうな気がするが、ノドの奥に引っかかったように言葉にならない。

　何か大事な……

　大事なことだった気がするんだけど。

「ダメだー思い出せん」

　俺の記き憶おく力りよくはこんなものだったのか？

　……こんなものだったな。

　暗記科目は昔から苦手だし。

　よくもまぁこんなんで高校生になれたもんだ。

　試験勉強なんてひとりじゃやらなさそうだし。

　この前の夏休みの宿題だって、毎年最後の夏祭りの直前までやらなっ……？

　あれ？

　何で俺おれって毎年最後の夏祭り前に宿題を終わらせてたんだっけ？

　誰かと、夏祭りに行く約束をしてたんだっけ？

　毎年？　誰と？

　ジ……ジジ……

「……」

　今日はやっぱり変だな。

　ジジジ……ジ……

　単なる物忘れに勘違い、あと想像に妄想。

　妙なことが気になってばっかりだ。

　ジジジジ……

　気にする必要はない。

　どうせすぐに気にならなくなる。

「あっ、烈火くん」

「っと」

　声をかけられ、ふと我に返る。

　なんか今一いつ瞬しゆん、頭にノイズが走ったような。

「どうしたの？　ボーッとして」

　声をかけてきた少女、ヨルンが小首を傾げながら顔を覗のぞき込んでくる。

「いや、何でもない」

　俺は頭を振ってから、心配ないと返事をした。

「そっか。ならいいや」

　私服のヨルンは笑って頷く。

　彼女も俺の知り合いだ。

　以前、桃音会長が呪のろわれたゲームを持ってきて、俺はゲームの世界に取り込まれたことがある。

　あれもよく考えると相当な体験だったが、その最中に出会ったのがヨルンだ。

　最初、彼女はゲーム内のキャラクターかと思ったが、実は現実世界の住人で、俺がゲームの中から脱だつ出しゆつする時に一緒に救出してきたのだった。

　以後は桃音会長の実家である吉備神社に居い候そうろうしていると聞いている。

「ヨルンはこんな時間に外で何してるんだ？」

　家にもよるだろうが、そろそろ夕食時だ。

　居候中の彼女がひとりで外食というのも変だろうし、この時間に外で会うのは珍めずらしい気がするが……？

「ちょっと醤しよう油ゆを切らしちゃって、商店街のスーパーまで買いにきたの」

「要するに、お使いの途と中ちゆうか」

「そ。会長さん家にはお世話になってるし、これくらいはね」

　よく見れば、ヨルンの手には買かい物もの袋ぶくろが提さげられている。

　中身は空のようで、まだこれからスーパーに行くところのようだ。

「そういや俺ん家の冷蔵庫にも何も入ってなかったっけ」

　現在は両親が家にいないので、食事の準備は自分でやらなければならないのである。

「なら、一緒に行く？」

「そだな。行くか」

　断る理由もないので、俺はヨルンと並んで商店街のスーパーへと向かう。

　時刻は午後六時過ぎ。

　スーパーは空いても混こんでもいなかった。

　そこそこに人のいる店内をヨルンと歩く。と言っても、お互たがい買うものは決まっている。

　まずヨルンが目的の醤油をかごに入れ、続いて俺の弁当を買いに総菜コーナーに向かう。

「いつも弁当なの？」

「いや、たまに隣の大おお友ともさん家に食べに行く。親同士仲よくてさ、面倒見てくれてるんだ」

「ふーん。自じ炊すいは？」

「たまに」

　本当は、極ごく稀まれに、という方が正しいかもしれない。

　まぁそもそもカップ麺めんを自炊と呼べるのかどうかという問題があるが。

「うーん」

　俺がどの弁当にするか悩なやんでいると、ヨルンが適当におにぎりなどを手に取りながら、

「よかったら、今度ご飯でも作りに行ってあげよっか？」

　なんて、不意に呟つぶやいた。

　驚いて俺はヨルンの顔を見る。

「……」

「なに？」

「いや、単純に驚いて」

「そんなに変なこと言った？」

「変じゃないけど……」

　なんとなくイメージ的に、ヨルンも料理するタイプではなかったから。

　そのことを正直に告げると、べしんっ、とおにぎりをぶつけられた。

「烈火くんはたまにとっても失礼だね」

「そのようで……」

　俺はおにぎりを顔から剥はがしながら返事をする。

　潰つぶれたおにぎりをかごに入れ、弁当コーナーの横の総菜に視線を移し、ポテトサラダと鶏とりの唐から揚あげを手に取った。今晩はこんな感じでいいだろう。

「で、どうする？」

「ん……まぁ、作ってくれるならありがたいけど、急にどうしたんだ？」

　俺が尋ね返すと、ヨルンは軽く頬をかいて。

「実はさ、あたしの家族が見つかったかもしれないんだよね」

「ええぇ!?」

　思わず大声を上げてしまい、慌あわてて口をふさぐ。

　周りから変な目で見られたが、それよりも驚きの方が勝まさり、俺はヨルンの顔をまじまじと見つめた。

「ホントに見つかったのか？」

「うん。会長さんとお爺じいさんが例のゲームの所有者を遡さかのぼって調べてくれて……で、どうもそれっぽい人を見つけたらしいの」

「おおお！」
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　さすが桃音会長。何だかんだ言って優ゆう秀しゆうだ。まさか少ない手がかりからこんなに早くヨルンの両親を見つけ出すとは。

「ゲームの中にいた時間が長すぎたせいで、現実の記憶はだいぶ曖あい昧まいになっちゃってるから、ちょっと怖こわくもあるんだけどね。親に会っても顔が分からなかったらどうしようって、それに、もしかしたらあたしの容姿も変わっちゃってるかもしれないし」

「ヨルン……」

　弱気な発言をするヨルンだったが、すぐに彼女はニカッと笑って、

「まっ、そんなの会ってみれば分かるっしょ！　だから、とりあえず今は見つかったお祝いってことで、ご飯でも一いつ緒しよに食べようよ。烈火くんに助けてもらったお礼もまだだし、それも兼かねて」

「そういうことなら、頼もうかな」

「むぅー、なにその仕方ないなーって感じの返事」

「そんなことないって」

　拗すねたような物言いに俺は慌てて手を振ふって否定する。

　実際、嬉うれしいニュースだ。お祝いくらい、こっちの方から催もよおしたいくらいである。

「そうだ。せっかくのお祝いならみんなも呼ぼう。桃音会長とか常盤先輩とか」

　俺がそう提案すると、ヨルンはなぜかため息をつく。

「はぁ、烈火くんってたまに……じゃなくていつもか、鈍どん感かんよね」

「？」

　お祝いならみんなでやった方が楽しいと思ったんだが、何かお気きに召めさなかったらしい。

「まぁいいわ。それなら冬とう子こちゃんには烈火くんが連絡してよ？　あたし、連れん絡らく先さき知らないから」

「了りよう解かい」

　ひとまず仮の日時を決め、あとはみんなの都合を聞いて調整すると話し合ってから、ヨルンとはスーパーの出入り口で別れた。

　買い物袋を手に持って、『のぞみや』の前を通り、商店街通りを抜ける。

　そこからは特に誰と会うこともなく、自分の家の前に着いた。

　カタンッ

「ん？」

　玄げん関かんの鍵かぎを開けようと思ったところで、隣の家のドアが開いた。

　お隣の大友さん家と親おや父じは昔から仲がよくて、ひとり暮らしするようになってからは俺も度たび々たびお世話になっている。

「……」

　おじさんかおばさんが出てきたなら挨あい拶さつくらいしておこうと思い、その場で立ち止まる。

　だが出てきたのはそのどちらでもなかった。

「あ……」

　出てきたのは赤い着物を着た少女。

　名前はエル。九歳さいくらいの女の子だ。

　なぜ年ねん齢れいが曖昧かというと、実際のところ何なん歳さいなのか知らないからだ。

　それも何でかというと、エルが大友さんの実の娘むすめではなく、ここ最近一緒に暮らすようになった居候だからだ。

　詳くわしい話は聞いてないが、何でも雨の日に橋の下で震ふるえていたところを拾ったとか何とか。

　……非常に前歴が気になるところだが、まぁおじさんたちが何も言わないなら大だい丈じよう夫ぶなんだろう。

　で、そのエルなんだが……

「……チッ」

　こっちを見て、舌打ちしてきた。

「あー……えっと、こんばんは」

「チッ」

「……」

　何でか俺ってエルに嫌われてるんだよな。

　今もジィーッとこっちを睨にらんでくるし。

「あんた……何してんの？」

「え？」

　何してんの……って？

　不意に責めるような口調で言われ、俺は困こん惑わくする。

「……」

　エルはしばらく黙ったままこちらを睨んできたが、フンッとそっぽを向いてどこかへ行ってしまった。

　何だろう？　今のは単に難なん癖くせをつけられただけなのだろうか？

　それとも……

　俺が何かすべきことをしてないから怒っているのか？

　気になるが、問い返すべき相手の姿はもう見えなくなってしまった。

　俺は後うしろ髪がみを引かれるような思いをしながら、仕方なく自宅のドアを開けて無言で中に入っていった。




　　　　　▽




　夕食を終えた俺は自室のベッドで漫画を読んでいた。

『わはははは』

　机の上に置いたポータブルテレビからは笑い声が聞こえてくる。

　特にちゃんと観ているわけでもないが、ひとりだとどうにも静かなので、寂しさを紛まぎらわすためにテレビをつけていた。

　本当は古典の宿題を片付けなければならないのだが、その辺は相変わらずというか、やる気が湧わかずにズルズルと先延ばしにしている状じよう況きようである。

『わはははは』

　またテレビから笑い声。

　たいして観てもいないのに、これも電池がもったいない気がするが、部屋がシーンとするのが嫌なので結局つけたままにしておく。

「……あ、そうだ。冬子に連れん絡らくしないとな」

　スーパーでヨルンに頼たのまれた用事を思い出し、俺は携帯電話を手に取る。

　アドレス帳を呼び出し、「不言いわず冬子」の番号を選ぶ。

　プルルルルル

　プルルルルル

　プルルルルル

「……出ないな」

　気づいてないのか？　それともケータイの近くにいないのか？

　どうやら留守電サービスに登録していないらしく、コールはいつまでも続いた。

　二十を数えた辺りで諦あきらめ、またあとでかけ直そうと考えながら途中だった漫画に戻もどろうとする。

　と。

　コンコン

　不意に、窓を誰かが叩たたく音がした。

「うん？　なんだ、また来たのか」

　ここは二階だが、俺は特に不ふ審しんがりもせずに窓を開ける。

　するとそこには頭から猫耳を生やした少女がにぱっと笑って待っていた。

「こんばんはにゃー、烈火」

「アイ。窓から入るなっていつも言ってるだろ？」

「ごめんなさいにゃ」

　返事は素す直なおなのだが、この猫耳少女が玄関から家に入ったことは一度もない。

　まぁ、俺もわりと最初から諦めているので、それ以上は特に何も言わずに彼女を中に入れる。

　ちなみに、彼女の猫耳は伊達だてではなく本物だ。

　お尻しりからは尻尾しつぽも生えていて、こちらも本物だったりする。

　回りくどい言い方になったが、アイは猫又という妖よう怪かいだ。

　元は俺が子供の頃ころに神社で世話していた子こ猫ねこだったのだが、長い年月を生きて妖怪化したらしい。

　なかなかに奇き妙みような縁えんだが、再会できた時は嬉しかった。

　彼女と再会できたのも俺の『血筋』のおかげで、当時彼女の抱かかえていた問題を桃音会長とともに解決して以来、たまにこうして遊びに来るようになったのだ。

「そういえば烈火。また新しい妖怪見つけたって聞いたにゃ」

「まぁ見つけたのは桃音会長だけどな。そういや、あの妖怪はちゃんと地元妖怪に馴な染じめたか？」

「とりあえずは大丈夫だにゃ。そんなに凶きよう暴ぼうな奴やつじゃにゃいし。本当に仲間になれるかどうかはこれから次し第だいにゃ」

　アイはベッドの上でごろごろにゃんしながら答える。

　地元妖怪と猫又は正確に言うと別々の集団で、一時は緊きん張ちよう状態になりもしたが、今では相そう互ご補助的な関係に落ち着き、定期的に連絡も取り合っているそうだ。

　アイが昼間に俺がヒトウさんと説得した妖怪のことを知っているのもそのためだろう。

「烈火ー。頭撫なでて欲ほしいにゃー」

「へいへい」

　俺はアイの隣に座すわり、彼女の頭を軽く撫でる。

　彼女の髪は不思議な手て触ざわりで、人間の髪の毛というよりは猫の毛並みっぽい撫なで心ごこ地ちだ。

「にゃふぅ～」

　アイは猫耳の間を撫でられると、気持ちよさそうにノドを鳴らす。

　撫で心地のよさもあって、俺も撫でていて気持ちいい。

　……ただ欲を言わせてもらうと、個人的には猫状態のアイの撫で心地の方が好きだったりする。

　だが以前猫に戻って撫でさせてくれと頼んだら、ヒドく不ふ機き嫌げんな顔をされたので、よっぽど機嫌のいい時でもなければ頼めないのが難点だ。

「あっ、そうだにゃ！」

「？」

　不意にアイは上体を起こして、着ている服のポケットに手を突っ込む。

「さっき珍しいもの見つけたから烈火にあげるにゃ！」

「珍しいもの？」

「正確には生き物にゃ！」

　要約すると珍しい生き物か。

　しかし、猫又の彼女が珍しいと言う生き物っていったい？

　どうやらポケットサイズの生き物みたいだし、珍しい虫とかだろうか？

　そう思いながら俺が彼女の次の動作を待っていると、

「これにゃ！」

　アイはそう言って――ぐったりとして目を回した妖よう精せいをポケットから取り出した。

「ポピー!?」

「にゃ!?」

　俺の悲鳴に、アイがビクンッと体を竦すくませる。

　だが正直こちらはそれどころじゃなかった。

「ポピー！　おい、大だい丈じよう夫ぶか!?」

　俺はアイの手から妖精をひったくってすぐさま呼びかける。

　妖精ポピーも俺がかつて助けたことのある少女のひとりだ。

　おそらく偶ぐう然ぜんウチに遊びに来ていたところを、彼女のことを知らないアイが思わず捕つかまえたのだろう。

　俺に見せるために丁てい重ちように扱あつかっていたようだが、手の平サイズの妖精にとっては体を掴まれるだけでも大ダメージだ。

「ポピー。ポピー」

　よもや一大事になっていないかと心配しながら俺は声をかけ続ける。

　そして、

「うぅぅ……」

　ポピーは苦しげな声を漏もらしながら、ゆっくりとまぶたを開いた。

　ひとまず無事だったことに俺は安あん堵どのため息をつく。

　それからリビングに下りて水とパンの欠片かけらを取ってきて、起き上がったポピーにあげた。

「……ふぅ、生き返りました」

「とりあえず元気になってよかったよ」

「まさか烈火の友達とは思わなかったにゃ。許して欲しいにゃ」

　回復したポピーにアイは頭を下げる。

「いえ、幸い翅はねも折れていませんし、大丈夫です」

「本当にごめんにゃ」

　アイは耳と尻尾をシュンとさせる。

　ポピーは翅を動かして宙に浮うくと、しょげる猫耳少女の頭をそっと撫でた。

「この通り飛ぶのにも支障ありませんから、そんなに落ち込まなくてもいいですよ」

　なでなで

「……にゃー」

　ポピーに慰なぐさめられ、ようやくアイに笑え顔がおが戻った。

　体はずっと小さいのに、なんだかポピーの方がお母さんのようだ。

「私の名前はアイにゃ」

「私はポピーです。よろしく、アイさん」

「ポピーもよろしくにゃ！」

　アイが差し出した指をポピーがにぎにぎして、ふたりは握あく手しゆを交かわす。

　一時はどうなることかと思ったが、ふたりが仲よくなれたようでよかったよかった。

「さて、じゃあ三人になったし、何かするか？」

「テレビが観みたいにゃ！」

　俺が訊くと、アイはすぐさま手を挙げた。

「いいですね、テレビ。私も観たいです」

　ポピーも同意するように頷うなずいていた。

　そういえば今までバラバラに遊びにきていたが、このふたりが来た時は大たい概がいポータブルテレビの前に陣じん取どって動かなかった。

　普ふ段だんは外で暮らしているのだし、やっぱりテレビは珍しいのかな？

「うしっ、じゃあテレビ観るか」

「はい。あ、でもこのテレビだと三人で観れないかも……？」

　ポピーがふと気づいたように顔をハッとさせる。

　確かに彼女たちがいつも観ているポータブルテレビでは、三人で観るのに不向きだろう。

　だが心配は無用だ。

「リビングに普ふ通つうのテレビもあるからそっちで観よう」

「下にもテレビあるのかにゃ」

「ふたつもあるんですね。凄すごいです」

　アイとポピーは感心したように頷いた。

　まぁ確かにひとり暮らしで部屋用にテレビを用意するのは無む駄だ遣づかいかもしれな……？

　あれ？

　まただ。また変な感じだ。

　だが、今度は違い和わ感かんとか、そういうのではなく、純じゆん粋すいに脳のう裏りによぎった疑問だった。

　疑問は単純。

　何で俺はポータブルテレビを買ったのだろう？

　しかもひとり暮らしが始まったあとに。

　両親と一緒に暮らしているなら、ひとりで観たい番組くらいあるかもしれないが……なぜわざわざ？

　ベッドで漫まん画がを読みながらテレビが観たかった？

　いや、そんなのリビングにだってソファがあるのだから、そっちで好きなだけ寝ね転ころびながら読めばいい。

　じゃあ、部屋にあるパソコンを使いながらテレビが観たかったのか？

　いや、パソコンを使っている時、俺はテレビを観ない派だ。

　リビング以外の場所でテレビを観たかった？　あるいは外で観たかった？

　いや、家にいるならリビングで充じゆう分ぶんだ。なら外かと言えば、俺はそもそも外にポータブルテレビを持っていかない。

　毎月の仕送りがあるとはいえ、いや、仕送りだからこそ、俺がひと月に使える額は限られている。

　ポータブルテレビはバイトもしてない高校生には高価な代しろ物ものだ。

　日々の買い食いのようなちょっとした無駄遣いならまだしも、こんな大きな出費をたいした考えもなしにするだろうか？

　頭の悪い俺でもそれはさすがに……。

　と思うのだが、実際ブツはここにある。

　何で買ったんだ？

　ていうか、これは本当に自分のために買ったのか？

「烈火？」

「烈火サン？」

「あ、いや、ワリィ。ボーッとしてた」

　アイとポピーに名前を呼ばれ、俺は誤ご魔ま化かし笑いをする。

　今日は妙みように考え込んでしまうことが多くて、段々頭痛がしてきたな。

　こういう時はもう頭を使わずに、みんなでテレビでも観て大笑いするのが一番だ。

　宿題は、二の次。

　勝手にそう決めて、さて一階のリビングに行こう。

　そう思った、時だった。




　ズドオオオオオオオオオン!!




　外から、とんでもない爆ばく音おんが鳴なり響ひびいてきたのは。







第二章　破は壊かいされる日常







「な、何だ!?」

「凄すごい音にゃ！」

「きゃあ！」

　突とつ然ぜん外から響いてきた轟ごう音おんに、俺たちは驚おどろいて階段を下りる足をピタリと止めた。

「「「……」」」

　それから数秒、俺たちはその場で固まったままだった。

〝次〟に何が起こるのかと身構えていると……

　ドドォン!!

　再び轟音。

　しかも今度は断続的に、二度、三度と音と地じ響ひびきが続く。

「いったい何が……」

　とにかく状況が分からない。

　俺は階段を引き返し、自分の部屋へと戻った。

　先さき程ほどアイたちが入っていた窓を開き、身を乗り出す。

　そして、その光景を目まの当あたりにした。

「なっ!?」

　何て言ったらいいのか……。

　テレビや漫画の中で〝見た〟ことはある。

　だが、現実にこんなものがあるなんて、見たことも聞いたこともない。

　ロボ。

　ロボット。

　それらはいわゆるそういうものだった。

　しかも工場とかで部品を組み立てているロボットアームなんかではない。

　体型こそずんぐりむっくりとしていて頭がないが、球体に近い胴どう体たいから短めの手足が生えていて、大きさは二階建ての家屋の屋根くらいある。

　そいつらは二足歩行していて、見た目通りの重量があるためか足を踏ふみ出だす度に道路にひび割れを作り、両りよう腕うでを伸のばしては民家の壁かべをバキバキと剥はがして大穴を開けている。

　町を破壊するロボットの群れ。

　そんな現実離れした奴らが、俺たちの町で暴れ回っていた。

「はにゃっ!?」

「な、何ですかぁ、あれ……」

　アイとポピーもロボットの群れを見て絶句している。

　彼かの女じよたちや、妖怪たちと出会い、俺はわりと非現実慣れしているつもりだったが。

　こんなとんでもない出来事に出くわしたことは初体験で、ここからどう動けばいいのかさっぱり見当がつかなかった。

　そんな中、最初に硬こう直ちよくが解けたのはアイだった。

「そうにゃ！　みんなは無事か確かめにゃいと！」

「……！」

　アイはたぶん、猫ねこ又またや妖怪たちのことを言ったんだろう。

　だがその「みんな」という単語で、俺も桃もも音ね会長や常盤ときわ先せん輩ぱいたちの安否を確かめなければと思い立った。

　俺は知り合いの中で、まず誰だれの心配をすべきかザッと考える。

「……俺は常盤先輩の家に行ってみる！　アイは猫又たちのいる裏山に行くんだ。上う手まく合流できたら、あのロボットが山の方に行かない限りジッとしてた方がいい。何かあった時は吉き備び神じん社じやの桃音会長のところへ行け。きっと何とかしてくれる」

　妖怪たちは妖怪たちで何とかしているかもしれないが、もし彼かれらが助けを求めるとしたら桃音会長のところのはずだ。

「分かったにゃ！」

　アイは返事をするや否いなや窓から外へと飛び出していく。

　俺も連絡用のケータイだけを手に取り、階段を駆かけ足あしで下りて玄関から外に出た。

「烈れつ火かサン！」

「ポピー！　お前は仲間のところに行かなくていいのか!?」

「私たちの住む森はここから離はなれているから安全だと思います。だから、今は烈火サンのお手伝いをします！」

「っ、ありがとな！」

　俺はポピーを肩かたに載のせ、混乱する町中を駆け抜ける。

　ロボットは目視で五、六体。

　特に秩序的な行動は見られず、全員が大おお雑ざつ把ぱに暴れ回っているように見える。

「逃にげろー！」

「こっちだ！　こっち！」

「そこをどいてくれ！」

「車なんか使ったら誰か轢ひくぞ！　自分で走れ！」

「誰か！　ウチの子を見ませんでしたか!?」

　外は家から飛び出してきた人たちですでに大混乱だが、大都市のような人口密度でなかったことが幸いというか、ロクに身動きもできないというほど混雑はしていない。

　それでも人にぶつからないように走るのはヒドく困難だが、俺は商店街を通り抜けて常盤先輩の家へと急いだ。

　別わかれ際ぎわ、彼女の両親は今日帰らないと言っていた。

　しかも彼女は病弱でひとりでまともに避ひ難なんできるかも怪あやしい。

　幼おさな馴な染じみの桃音会長ももしかしたら向かっているかもしれないが、彼女は何と言うか「公平」な人間だ。

　さっき俺がアイにそう指示したように、人妖問わず彼女を頼りにする者は多い。

　そういった奴らをあと回しにして、私情を優先するということが、あの有能で自他に厳しい生徒会長にはできないのだ。

　それにこんなことを自分で言うのもアレだが……。

　俺おれが桃音会長の行動を予想したように。

　たぶん、桃音会長は俺が常盤先輩のところへ行くことを〝期待〟してくれているはずだ。

　おまけに、これは奇妙な感覚なのだが。

　一度動き出してみると……何と言うか、自分の中から迷いがなくなったように思える。

　まるで、「いつものこと」「慣れている」と頭と体が無意識に感じているみたいに。

　そりゃ確かにこの『血筋』のせいで『物語』にはよく巻き込まれるが。

　こんな大規模な事件に巻き込まれるのははじめてのはず……。

　なのに、焦しよう燥そうに駆られながら、心の根っこの部分では落ち着きを保っている自分がいる。

　急ぎながら次に何をすべきかちゃんと考えられる。

　俺ってこんな奴だったっけ？

　そんな疑問を感じる余よ裕ゆうすらある。

　もっとも疑問に対する答えを模も索さくする時間的余裕はやはりないので、考えるのはあと回しにせざるを得ないのだが。

　そうこうしている内に、常盤先輩の家が見えてきた。

　まだこちらの方にロボットたちは来ていないため、地響きで崩くずれたブロック塀べい以外特にめだって壊こわれたものはない。

　その代わりと言ってはなんだが、人の気配は限りなくゼロに近かった。

　おそらくすでにほとんどの人が避難しているのだろう。

　常盤先輩も無事に逃げているのならそれに越こしたことはないが……。

　俺は門扉を越え、先せん輩ぱいの家の扉とびらに飛びつく。

　ガチャガチャガチャ

「開かない……！」

　この状況で、逃げる時に戸と締じまりまでちゃんとしていくものだろうか？

　ないとは言えないが……そもそも常盤先輩はまだ家の中にいるという可能性も同時に高まった。

　しかしながら当然俺は先輩の家の鍵など持っていない。

　かといって木の扉を蹴けりでブチ破るとか、そんな映画じみたパワーもないし……こんな時に「………」がいれば。

「んん!?」

　急にクラッときて、その場でたたらを踏む。

「烈火サン？　大丈夫ですか？」

「あ、ああ、大丈夫。立たち眩くらみだ」

　何か、今、誰かの顔が浮かんだような……？

　だがそんなことを気にしている場合ではない。

　早く中に入って、先輩がいるかどうかを確かめなければ。

　せめて扉の横がすりガラスにでもなっていれば、そこを割って鍵を開けることもできたのだが、生あい憎にくと新聞を入れるための差し込み口しかついていない。

　差し込み口は狭せまく、俺ではせいぜい手の平くらいしか入らないだろう。

　と、俺がどこか別の侵入口を探そうとしたところで。

「待ってください烈火サン！」

「どうした、ポピー？」

「私ならそこの隙すき間まから中に入れると思います！」

　ポピーが小さな手で指差したのは、件くだんの新聞の差し込み口だった。

　確かに妖精の彼女なら入れるかもしれない。

「分かった！　やってみてくれ！」

「やってみます！」

　ポピーは俺の肩を離れ、差し込み口へと飛んでいく。

　はたして隙間は足りるのかとハラハラしながら見守っていたが、彼女の体はするりと差し込み口から玄関の中へ入るのに成功した。

　それから少しして、ガチャリ、と鍵の開く音がする。

「ポピー、助かった！」

「早く常盤サンという人を探しましょう！」

「ああ！」

　ポピーには一階を任せ、俺は二階へ向かう。

　階段をのぼり始めてから、飛べるポピーに上を任せるべきだったかと思ったが、今いま更さら入いれ替かわる時間も惜おしいのでそのままのぼる。

　というより、何か予感があったのかもしれない。

　もし常盤先輩がまだこの家にいるとしたら、二階にいるのではないかと。

　俺は前に一度だけ入ったことのある彼女の部屋のドアを開けた。

　そこには……倒たおれている常盤先輩の姿が。

「常盤先輩！」

「……」

　慌てて駆け寄って抱だき起おこす。

　ひとまず外傷の有う無むを確かめるが……大丈夫、ケガはなさそうだ。

　念のため頭も触さわってこぶがないか確かく認にんする。

　出血がなくても頭を打っている可能性はあったが、そちらの心配もないみたいだ。

「ぅ……」

　その時、常盤先輩がうっすらと目を開けた。

　彼女の声を聞くために、俺は耳を口元に近づける。

「烈火、クン？」

「そうです。どこか痛いところは？」

「……頭がボーッとする。たぶん貧血」

　自己申告ではあるが、どうやら異状はないらしい。

　ホッと安心して息をつく。

　が、そこで。

　ズンッ！

　巨きよ大だいな地響きが俺たちを襲おそう。

「烈火クン。外にロボットが……」

「分かってます。急いで逃げましょう」

　さっきのは例のロボットの足音だろう。

　この家に着いた時点では遠くにいたのに、どうやら常盤先輩の容態を確かめている間にこちらまで迫せまってきてしまったようだ。

　ロボットの足音が続く中、一階を調べていたポピーが二階へ上がってきた。

「烈火サン！　あのロボットがもうそこまで来てます！　早くここから出ましょう！」

「分かってる！　ポピー！」

「何ですか!?」

「先に出て、逃げられる方向を確認してきてくれないか!?　空からなら見えるはずだ！」

「任せてください！」

　ポピーは返事をして部屋から飛び出していく。

「……何だろ、今、妖精さんみたいな幻げん覚かくが見えたような」

「幻覚じゃなくて本物です」

「え？」

「詳しくはあとで。常盤先輩。立てそうですか？」

「ん、たぶん」

　常盤先輩はそう言って立ち上がる。

　だが、どうにも足あし元もとがふらふらしていた。

　とてもではないが走って逃げたりとかはできそうにない。

　……えぇい！　こんな時に躊躇ためらってる場合じゃない！

「先輩。背せ負おいますから、掴つかまってください」

「……ごめん」

　常盤先輩は謝あやまりながら俺の背中に掴まって腕うでを回した。

　彼女を背負うのはなんだかんだ言って慣れてる。

　俺は上手く片手で彼女を支えながら、手すりに掴まって階段を下りて玄関へ向かった。

　念のため、彼女にも靴くつを履はかせ、ドアを開けて外に出る。

「烈火サン！」

　外に出るとすぐにポピーが飛んできて、俺の肩に載った。

「右はダメです！　道をロボットがふさいでます！」

「じゃあ左か……」

　俺は走り出しながら頭の中で地図を広げる。

　左に行くと町の中心――商店街や高校がある方――に戻ってしまう。

　ロボットから逃げるには町の外へ向かうのがいいように思えるが、常盤先輩を抱えた状態では塀をよじのぼるなどの無理ができないため、道路沿いに逃げるしかない。

　どこかでやり過ごすというのも考えられるが、相手は民家の壁をひと蹴りで破壊してしまうような奴らだ。

　室内にいて、いきなりドーンッと家を壊されでもしたら、それこそ逃げ場がない。

　結局走って逃げつつ、どこかで安全にロボットの脇わきをすり抜けられるルートを探す策しか思いつかない。

　幸いポピーがいてくれるので、瓦が礫れきなどで通行不能になっている道はあらかじめ知ることができる。

　ロボットの動向に注意しつつ、通れる道を逃げ続ければいつかは……

「……ん？」

「どうしましたか？」

　走りながら首を傾かしげた俺に、ポピーが尋たずねてくる。

「なんか……気のせいかもしれないけど……ロボットの数増えてないか？」

　半分気のせいであって欲しいと思いながら、俺はたった今覚えた違和感を口にした。

　それを聞いたポピーは顔を青くして……もう一度上空に飛んでいって、実際どうなっているかを確かめに行く。

　二、三十秒後、ポピーは戻ってきて、

「……本当に増えてるみたいです」

　あんまり聞きたくなかった答えを持ってきた。

　ポピーが数えたところ、ロボットの数は倍以上の十三体に増えているようだ。

　そのせいで町を囲む包ほう囲い網もうの隙間も狭せばまっており、脱だつ出しゆつはさらに難しくなっている。

　というか。

「あいつらいったい〝どこ〟から現れたんだ？」

　根本的な疑問を俺は声に出した。

　むしろ考えるのが遅おそすぎるくらいかもしれない。

　この町はかなり内陸にある。

　もし奴らが海底から地上へやってきた怪かい獣じゆうみたいなものなら、相当な距きよ離りを歩いてきたことになる。

　それなら自室で見ていたポータブルテレビに、臨時ニュースくらい入ってもいいはずだ。

　だが地響きがする直前まで、そんなニュースは流れていなかった。

　なら、少なくとも人目につくような方法で長距離を移動してきたわけではない。

　じゃあ空を飛んできたのか？

　あるいはワープでもしてきたか？

　……ダメだ。俺の貧困な発想力じゃこれ以上思いつかない。

　いや、考えるべき点がズレてる。

　移動法が何であるかは二の次だ。

　一番気にすべきこと。

　それは、相手の目的だ。

　なぜ、あのロボットはこの町に現れたのか？

　こんな、たいしたものなど何もない田舎いなか町まちに……。

　予想一、単なる偶然。

　予想二、別の目的地があり、その移動途と中ちゆう。

　予想三、最初から目的などなく暴れている。

　一はひとまず置いておく。

　二なら傍はた迷めい惑わくな話だが、いずれどこかへ行ってくれるということなので一番この答えであって欲しい。

　三は……最悪。頼むから違ちがってくれ。

「う～～～ん」

　あれこれと考えてみるが、どれもしっくりと来ない。

　そもそもあのロボットに関する情報が少なすぎるのだ。

　これだけ暴れ回っているのを見ても、あのロボットが有人操作なのか無人なのかすら俺には判断がつかない。

　遠目に見て分かることといえば、アニメに出てくるようなカラフルな塗と装そうはされておらず、白い無機質な外見をしているということくらいだ。

　ただ表面はつるりとなめらかな外装で、いわゆる鉄骨を組み合わせたような感じの骨組みロボットではない。

　……非現実非現実と連呼していたが、マジメな話あんなロボットを現代の技術で造れるものなのか？

　それこそ宇宙人が造ったとか。

　あるいは……未来からやってきたというのがしっくりくる気がする。

　宇宙……未来……。

　なぜだろう、そのふたつの単語から、何かを思い出しそうになる。

　大事なこと……だったはずなんだけど。

　って、今はそれどころじゃ……

　……

　…………いいや？

　本当にそうか？

　今日何度目のひっかかりか分からないが。

　いくら何でもここまで多いのは異常な気がする。

　加えてこの非常事態。

　この重なりは偶然か？

　俺が『波なみ乱だれの血』に目覚めておよそ半年。

　これまで体験した『物語』と『ヒロイン』は七人。

　桃音会長。

　常盤先輩。

　アイ。

　ポピー。

　ユリア。

　ヨルン。

　冬とう子こ。

　覚えているのはそれだけだ。

　しかし、このさっきから、いや、今日一日ずっと続く思い出せない感覚。

　俺は本当にこの半年の間、高校生活の傍かたわら、この町から出ることもなく、ほんの少し日常からズレた『物語』に巻き込まれてきただけなのか？

　入学式の前日、あの親おや父じがあんな真しん剣けんな表情で心配したのは、本当にその程度の宿命だったのか？

　それこそ今目の前で起こっているような、とびきりブッ飛んだ体験をまったくしてこなかったのか？

　記き憶おくはないクセに、なぜかその疑念は、ほぼ確信であるかのように俺の精神を揺ゆさぶった。

　だが……

　そこまで来ているのに、それでもやはり記憶は白紙のままだ。

　どれだけ頭を巡めぐらせても、その何かを思い出すことがどうしてもできない。

　まるで誰かが外から手を伸ばして、俺の頭の中の記憶を握にぎり潰つぶしでもしているかのようだ……。

「烈火さん！」

「烈火くん！」

「……！」







[image: ]







　不意に誰かに名前を呼ばれ、俺はハッとして顔を上げた。

　そこにいたのはユリアとヨルン。

　ふたりとも手には武器を、巨大な斧おのとハンマーをそれぞれ手に携たずさえていた。

　今が日常ならとんでもない絵え面づらだが、現在の状じよう況きようと、彼女たちの出自を知る俺は特にツッコむこともなかった。

「ふたりともまだ避難してなかったのか？」

「私たちは逃げ遅れている人たちを探して保護しているところです。そちらの方はケガ人ですか？」

　ユリアは俺に背負われている常盤先輩を見ながら尋ねてくる。

「いや、先輩は体が弱いから俺がおぶってるんだ」

「そう。なら、ケガはしてないのですね」

「ああ」

「会長さんの神社が一時避難場所になってるから、烈火くんたちもそこに行きな！」

　ヨルンはそう言ったあと、「次はあっちに行こう」と左手方向を指差し、ユリアとともに走って行った。

「あのふたり……大だい丈じよう夫ぶ？」

　常盤先輩が心配そうに耳元で囁ささやく。

　その心配はもっともだ。

　いくらふたりは武装しているとはいえ、相手はロボット。

　人間の武器がはたしてどれだけ効くのか、正直不安だ。

　だが。

「……大丈夫です」

　ユリアもヨルンも、少なくとも一いつ般ぱん人じんよりは戦せん闘とうに関する知識は豊富だ。

　なら、きっと引き際は見誤らないはず。

　今はそう信じることしかできない。

「俺たちも桃音会長のところに行きましょう」

「うん」

「じゃあ、また私が指示を出します」

「頼たのんだ、ポピー」

　それから俺たち三人はヨルンの言に従って吉備神社へと急いだ。

　五分ほどで神社に着くと、そこには三十人ほどの町の人たちが集まっていた。

　その内、ケガ人が半分くらい。あとの半分は、彼らをここまで運んできた友人か親族のようだ。

　意外と少ない……と、考えていいのだろうか？

　いくら人口密度が低いとはいえ、これほどの大混乱だ。もっと避ひ難なん者しやは多いと思ったのだが……

「おい。問題児」

「桃音会長」

　本ほん殿でんの方から走ってきた制服姿の桃音会長はちらりと常盤先輩に視線をやった。

「ケガはないみたいだな。よくやった」

　後半は俺への褒ほめ言こと葉ばのようだ。

　こんな時でもなければテレるところだが、状況が状況なのでそういうのはあと回しにする。

「先輩と逃げる途中でユリアとヨルンに会って、神社に行けと言われてきたんですが」

「そうか。まぁ、緑みど里りを抱かかえさせたまま逃げるよりはいい判断か」

　桃音会長は頷うなずく。

「あの……思ったより避難してる人が少ないですけど、ユリアたちの避ひ難なん誘ゆう導どうは上手くいってないんですか？」

「三割正解といったところだな」

　ということは、半分以上間ま違ちがい？

　いや、この場合は間違いである方がいいのだけれど、つまりどういうことなのかと俺は桃音会長に尋ねた。

「あちこちで道が寸断されているからな。まだ町の半分くらいしか見回れていないという意味で、避難誘導は遅れていると言っていい」

「なら、俺も手伝いますか？」

　と、俺は申し出るが、やめろ、と釘くぎを刺さされた。

「運動が得意でもないのに無理するな」

「うぐ……」

「それに正解が三割と言ったのは、そもそも大半の町民は町の外への脱出に成功しているから、避難誘導の必要がなかったという意味だ」

「え？　そうなんですか？」

　あんなロボットが十体以上もいたら、そう簡単に逃げられないような気もするが。

「あいつら遠目には暴れ回っているように見えるが、人が近づいても襲ってこないらしい」

「襲ってこない？　でも現に町を壊して……」

「推測だが、あれはたぶん何かを探してるんだ。あちこち壊してるのは捜そう索さくと移動のためで、積極的に人を害そうという気はないようだ」

「……」

　いきなり町にロボットが現れて、そいつらが町を破壊しているというのに、この人はもうそこまで情報を集めて推測を固めているのか。

　驚くとともに、さすがは桃音会長だとも思う。

「ここに集めてるのは自力では逃げられそうにないケガ人たちだ。無事な奴やつらにはロボの特性を教え、移動に巻き込まれないように脱出しろとユリアたちに伝言させている。ふたりが町全域を見回り終えたら、集めたケガ人たちを連れて、俺が先導して町の外に出る手て筈はずだ」

「分かりました」

　そういうことなら、脱出時も桃音会長は忙いそがしいだろう。

　となると、常盤先輩を担かつぐ役割として、俺もユリアたちが戻もどってくるまで神社で待機していた方がよさそうだ。

「常盤先輩。おろしますから、どこかに座すわって休みましょう」

「うん」

　俺は常盤先輩を神社の境けい内だいに下ろし、本殿の傍そばにあった石段に腰こしを落ち着けた。

　秋場の夜ということもあり、尻しりから伝わる冷気は結構なもので、腹が縮こまる感じがした。

　隣となりで常盤先輩もぶるりと背筋を震ふるわせている。

　……と。

「常盤先輩。これ敷しいてください」

　遅れて気づいて、俺は家を出る時に羽織った上着を差し出し、石の上に敷くように勧すすめた。

「……」

「俺なら気にしないでください。結構走ったんで汗あせかいてるくらいですから」

　常盤先輩の口元が小さく動いたが、たぶん遠えん慮りよの言葉だろうから俺はそう答えた。

　ややあって彼女は上着を受け取り、自分のお尻と石の間に敷いて座る。

　その様子を横で見ていたら――不意に、先輩の頭がこてんと俺の肩に寄りかかってきた。

「先輩……？」

「ありがとね、烈火クン」

「いえ、上着くらい」

「そうじゃなくて……私の家まで助けに来てくれたでしょ？」

「ああ、そっちですか……いえ、それだって別に、俺が勝手に心配しただけですから」

「私のことを心配してくれた烈火クンにお礼を言うのが、そんなに変？」

「えっ、あ、いや」

　俺が慌あわてると、常盤先輩はくすくす笑う。

「意地の悪い言い方だったかも……烈火クンのそういう、恩に着せないところ、好き」

「……！」

　いきなり好きとか言われて、俺は動どう揺ようしてしまう。

　落ち着け……そういう意味じゃないに決まってるんだから、きょどるな、俺。隣の肩に載っているポピーもきょとんとした顔をしてる。

「けど、今日の烈火クンはいつもより、なんだか頼たより甲がい斐がある気がするね」

「そ、そうですか？」

「うん。なんだか、こういうことに慣れてるっていうか」

「……自分でも、少しそう感じます」

　やっぱり常盤先輩から見てもそうなのか。

　ロボットの出現にはもちろん驚おどろいたのだが……そのあとの俺の行動は。

　アイにすぐ指示を出したり。

　常盤先輩の身を心配したり。

　無む秩ちつ序じよに逃げずにルートを探さぐったり。

　どれもおかしな行動ではないのだが、おかしくなさすぎるのが逆におかしいというか。

　……やっぱり落ち着きすぎじゃないか、俺？

　いくら『波乱の血』を引いていて異常事態慣れしているとはいえ、実は俺自身の命がかかっているほどの『物語』というのには、ほとんど巻き込まれたことがない。

　かろうじてユリアとヨルンの時くらいか、危なかったのは。

　喩たとえとしては違うかもしれないが、レースゲームに慣れているゲーマーだって、はじめて路上で実物の車を運転する時は緊きん張ちようするものだろう。

　同じ異常事態というくくりであっても、命がかかわるかどうかというのは重要なファクターだ。

　少なくとも俺は死ぬのが怖こわくないなんてタイプじゃなかったと思うんだけどな……。

　そんなことを考えていると、視界の端はしで桃音会長が再び近づいてくるのが見えた。

「波乱烈火。ちょっと来てくれ」

「分かりました」

　俺は常盤先輩に断り、桃音会長に続いて本殿の裏へと回る。

　こちらにはたいした明かりがなく、本殿の裏口から漏もれる光がかろうじて足元の砂じや利りを照らしている程度だ。

「桃音会長、こんなところに何の用です？」

「表じゃ話せないことだ」

　前を歩いていた桃音会長はこちらを振ふり返かえって立ち止まる。

　その時、ふと。

　夜や闇あんの奥おくから視線を感じた。

「ん……のわっ!?」

　ていうか、光ってた。

　無数の、それこそ数十という瞳ひとみが光を放ち、俺と桃音会長のことを凝ぎよう視ししていたのだ。

「……って、アイたちか」

「よっ、にゃ！」

　アイがシュバッと手を挙げながら暗がりから出てくる。

　そのあとからさらにぞろぞろと、彼かの女じよと同じ猫ねこ又またたちが出てきた。

　さっきの光る瞳は猫又たちのものだったようだ。

「おいらたちもいるぞ」

「ポンさん」

　猫又たちに続いて、今度は近所に住む妖よう怪かいたちも現れた。

　先頭を歩いているのは、妖怪たちのリーダー化ばけ狸だぬきのポンさん。今は狸のままの姿だ。

「なるほど。確かに表じゃ話できないですね」

　本殿の表側には避難してきた一般人も多い。

　ただでさえロボットに追い回されて疲ひ弊へいしているのに、妖怪たちまで見たらパニックに陥おちいる危険性がある。

「それで、アイやポンさんたちを集めて、何をしようっていうんですか？」

「まぁ、そこまで複雑な話じゃない」

　桃音会長は地面に立てた木刀の柄つか尻じりに手を置いて話し始めた。

「現在、この神社はオレと爺じいさんで張った〝陰おん形ぎよう〟の護ご符ふで、ロボットたちの目を欺あざむいている状態だ」

「ロボットにそんなものが効くもんなんですか？」

「知るか。ロボ相手に使うことなんて想定外だ。〝陰形〟ってのは、そこにあると見えていても認にん識しきしづらくなるという術だが、見つけられてないってことはたぶん効いてるんだろ」

　だいぶテキトーな物言いだったが、大事なのは結果だ。

　今ここがロボットたちに見つかっていないのなら、それはポジティブに受け取っておくべきだろう。

「だが、〝陰形〟はあくまで一時的な措そ置ちに過ぎん。いつ何がキッカケで奴らにこの場所が発見されるか分からない。その前にタイミングを見て脱出を図はかる」

「……それに異論はないですけど、手段は？」

「あらかじめ脱出ルートはいくつか検討してある。あのロボットは町のあちこちにいるが、散っていて全域をカバーしているわけではない。脱出ルート上からロボットが大きく離はなれた瞬しゆん間かんを狙ねらって神社を出る。あとはひたすら走るだけだ」

　ロボットの脇を通り抜けさえすれば、ある程度は安全だ。

　問題は、神社とロボットとの距離。

　近ければ脇を通り抜けるまで走る距離も縮まるが、近くまで引き寄せすぎると神社そのものが見つかるリスクが高まる。

　そのタイミングを計るのは桃音会長の爺さんらしいが、そこはあまり心配しなくてもいいそうだ。

　そして、その脱出作戦の中での俺たちの役割は――

「――護衛兼けん囮おとり、それがオレたちの役割だ」

「……やっぱりそうですか」

　なんとなく予想はしていたので、俺はあまり困こん惑わくせずに頷く。

　だがまぁ、俺はいいとして……

「アイたちも囮役なんですか？」

「そうにゃ」

「でも、お前たちってそんな強くないだろ？」

　確か猫又たちはポンさんたち地元妖怪と縄張り争いみたいなことをして負け、その地元妖怪たちは桃音会長ひとりにこてんぱんにされたのだ。

「ヒドいにゃ烈火！　私たちだってやればできる子にゃ！」

「そう言われてもなぁ……」

「いえいえ烈火さん」

　そこでポンさんが口を挟はさむ。

「これはおいらたちのためでもあるんだよ」

「そうなのか？」

「おいらたちが人間たちに混じって逃にげるわけにはいかないからね。どうしても離れて行動せざるを得ない。かといっておいらたちだけじゃ無事に脱出できるか心こころ許もとない」

「まぁ……そうだよな」

「だから囮として働く代わりに、〝鬼おに斬きり〟の孫やあの金きん髪ぱつの斧使いたちと一いつ緒しよに行動させてもらう。おいらたちだけで逃げるよりは生存率が上がるだろうさ」

「……」

　その辺りどうなのか俺おれには分からなかったが、ポンさんたちが納なつ得とくしているなら大丈夫かと納得しておいた。

「私もお役に立てますか？」

　俺の肩かたに載のるポピーが手を挙げて桃音会長に尋ねる。

「もちろんだ。護衛で囮と言っても、必ずしも戦いが前提になるわけじゃない。ポピーのように小さく敵に発見されにくい者は偵てい察さつに役立てる」

　桃音会長は頷き、ポピーの小さな頭を指先で撫なでる。

「さっきも言ったが、奴らは逃げていく人間にたいして興味を示さない。あくまで念のためであり、基本は戦いを避さけるように動く」

　桃音会長はそうつけ加える。

　先さき程ほどポンさんもチラッと言っていたが、こちらの部隊にはこの場にいる面子のほかにユリア、それからヨルンが加わるらしい。

　とりあえず現状で集められる〝異常事態慣れ〟したメンバーといった感じか。

（……冬子）

　そこでふと俺はひとりの少女の顔を思い出す。

　不言いわず冬子。

　彼女は言こと霊だま使いだ。

　言葉にしたものをほとんど何でも現実にしてしまう驚きよう異い的てきな能力の持ち主。

　彼女ならあのロボット群もあっさりと片付けられそうだが……

（人のために能力を使わないのが冬子の信条だからなぁ……）

　それでもダメ元で電話をかけてみるが……つながらない。

　そういやさっきもつながらなかったっけ。

「……仕方ないか」

　俺は諦あきらめてケータイをしまう。

「えっと、それで、俺は何したらいいですか？」

　俺は桃音会長に尋ねる。

　いくら異常慣れしているとはいえ、俺自身は何の力も持たない。

　このままでは護衛にならないし、囮としても役立つか微び妙みようなところだ。

「ああ、この護符を渡わたしておく。目くらましと防ぼう御ぎよの符ふだ。霊れい力りよくがなくても起動する」

「どう使えばいいんですか？」

「使うと念じて宙に放ほうり投なげろ。あとはフィーリングだ」

　随ずい分ぶんとアバウトだな……。

「まぁ分かりました。了りよう解かいです」

「……」

　頷く俺に対して、桃音会長は片眉を上げてなんだか怪け訝げんな顔をする。

「どうしました？」

「いや、いつもなら文句か小言のひとつも言うクセに、今日は妙みように素す直なおだな」

「そうですか？」

「ああ、今日はいつもの妖よう怪かい絡がらみのちょっとした頼み事じゃない、文字通り命がかかってる……わりに、変に肝きもが据すわった目をしてるな。場慣れしてるというか」

「……」

　慣れ、か。

　同じことを常盤先せん輩ぱいにも言われた。

　これでふたり目……いや、三人目か。

　俺自身も、俺に対して彼女たちと同じ感覚を抱いている。

　いよいよ気のせいとは言い難くなってきた、この違い和わ感かん。

　かといって答えも未いまだに見み出いだせない。

　だがもしかしたら……

　その答えが何か、この状況につながる気もしている。

「……」

　俺はユリアとヨルンが戻ってくるまでの間、その答えを考え続けた。




　　　　　▽




　三十分ほどして、ユリアとヨルンは帰ってきた。

「ただいま……って、どうしたの？　烈火くん」

　ヨルンは俺の顔を見て不思議そうな顔で尋ねてくる。

「いや、考え事……」

「大丈夫？　なんか頭から煙けむり噴ふきそうな顔してるけど」

「……」

　俺は手を横に振って、大丈夫だと返事する。

　とはいえ、実はあんまり大丈夫じゃない。

　知ち恵え熱ねつで脳みそがオーバーヒートしそうだ。

　それでいて例の答えはいっこうに出てこない。

　出てこないが、時間切れだ。

　彼女たちが帰ってきたのなら、もう脱出開始まで時間がないし、事前の準備もある。個人的なことに時間を割さいてる暇ひまはない。

「波乱烈火！」

　案の定、桃音会長はすぐに俺を呼びに来て、本殿の裏へと集められた。

　表の方では会長の爺さんが一般人の避難者を集め、脱出する際の事前の注意や取り決めを話しているようだ。

　一方、俺たちは巫女服に着替えた桃音会長を中心に、集団の護衛と囮をやる段取りを話し合っていた。

「いいか。まず妖怪たちは人前に出られないから、基本的にオレたちは集団からつかず離れずの距離を保って行動する。主に集団の後方もしくは側道があればそちらを利用することになるだろう」

「お互たがいの連絡手段とかは？」

「爺さんの式神を使う」

「ケータイじゃダメなんですか？」

「ウチの爺さんは機械と相あい性しようが悪い。つなぎっぱなしのケータイを渡しても百パーセント壊こわすだろうよ」

「それではまるで機械にいたずらする悪あく魔まのグレムリンですね」

　ユリアが肩を竦すくめながら呟つぶやいた。

「……ッ！」

　その「グレムリン」という単語を聞いた時、また脳のう裏りに何かがズキッと走った。

　気になるし、考えるべきだが、今はどうしてもその時間が取れない。

　俺は無理やり違和感を噛かみ殺ころし、目の前の話し合いに意識を集中させた。

「さっきも伝えたが、オレも爺さんも戦闘は極力回かい避ひするために動く。ヘタにめだつような行こう為いは御ご法はつ度とだ。特に空が飛べる妖怪は高度を低くしろ。猫又たちも塀の上くらいならいいが、屋根の上を走ったりするな」

　矢や継つぎ早ばやに出される注意事項に頷く妖怪たちの首が揺れる。

　俺も話を聞きながら、先さき程ほど渡わたされた二種類の護符の存在をもう一度確かめた。

　右のポケットに入れたのが目くらましの護符。

　左のポケットに入れたのが防御の護符。

　ちゃんと間違ってないかチェックする。

　もしもの時はこれでみんなを護まもったり、自分を護ったりしなければならない。

　当然、この護符は桃音会長も持っていて、彼女の手持ちが足りなくなった時は俺の分を手て渡わたす算段だ。この護衛兼囮チームの主力は、彼女なのだから。

　それから細かい合図などの打ち合わせをして、各おの々おのの準備のために一時解散となった。

　とはいえ、準備といっても俺には特に武器の手入れとか、そういう事前にやっておかなければならないようなことはない。

　せいぜい靴くつ紐ひもをキチンと固結びにしておくこととトイレに行っておくことくらいだ。

　と。

「あっ、常盤先せん輩ぱい」

　本殿の裏に戻る直前、その辺りをうろうろとしていた常盤先輩とばったり出くわした。

「……！」

　常盤先輩は俺を見つけると、ぱぁっと表情を輝かがやかせて、

　タッタッタッ、ガバッ！

　と、彼女にしては珍めずらしく体当たりでもするような勢いで俺に抱きついてきた。

「どうしたんですか？　先輩」

「……」

　尋ねてみても、常盤先輩はしばらく答えなかった。

　ただ、ギュッと。

　俺にしがみついて、離してくれなかった。

　正直、胸が当たって心臓に悪いのだが……ポピーもどこかへ行っている時でよかった。

「常盤先輩……どうしたんですか？」

　俺はもう一度尋ねる。

　彼女は少し間を置いて、

「烈火クン。桃ちゃんと一緒に囮になるって……本当？」

　と、耳元で囁き、訊きいてきた。

「……」

　護衛と囮の件は、たぶん桃音会長から聞いたのだろう。

　常盤先輩は少し顔の位置をズラす。

　それから心配そうな目で俺の顔を下から覗のぞき込こんできた。

　映画ならこのあとキスでもしそうな場面だ。

　だが生あい憎にくと俺と先輩はそういう関係ではない。

　だから、キスはしないが、何か別の言葉で彼女を安心させる義務はあると思う。

「大丈夫ですよ、常盤先輩。囮と言っても、それは万が一の場合です。桃音会長も基本的には戦わないって言ってますし、あの人は何でもできる人です。今回も上う手まくやってくれますよ」

「けど、いくら桃ちゃんでも……」

「大丈夫ですって！　桃音会長と常盤先輩は幼おさな馴なじ染みでしょう？　だったら信じましょうよ」

　少々卑ひ怯きような物言いだったが、ほかに言いようもない。

「……」

　常盤先輩はまだ納得いかないという顔で、俺のことを見上げてくる。

　不安そうな彼女の瞳を見て。

　俺は。

「安心してください」

　なぜか。

「もしもの時は俺が何とかしますよ」

　そんな言葉が口からするりと出た。

　何の力もない俺が。

　おそらく別働隊の中で最も戦力にならない俺が。

　どうしてだか、ことの成功を請うけ負おった。

　桃音会長に肝が据わってるとか言われて、調子に乗ってしまったのか？

　いや、どうだろう？

　今のはそういう気分的な昂こう揚ようが原因というより。

　こう……本当に自然に出てきた気がする。

　まるで。

　これまで何度も似たようなことを言ってきたみたいに。

「……」

　常盤先輩はジッと俺を見つめている。

　かと思えば、また俺の首に腕うでを回して、耳元に口を近づけて、

「ケガしないでね」

　と囁いて。

　何かがチュッと触ふれる音がして。

　常盤先輩は体を離し、俺から離れていった。

「……」

　俺はその長い髪かみと蝶ちようの髪かみ飾かざりを見送りながら自分の耳に触れる。

　耳たぶが、アホみたいに熱い。

　たぶん色は真っ赤だ。

「……やわっ」

　その先は声にできなかった。

　全部言ったら、もう一度今の感かん触しよくを思い出して、今度は全身の体温が上じよう昇しようして倒たおれてしまいそうだったからだ。

　俺は耳たぶを指先でイジりながら、本ほん殿でん裏へと向かう。

　最悪でも神社を出るまでには平常心に戻らなければ。

　たぶん、決死の脱出行まで、もうすぐのはずだ。




　　　　　▽




　ユリアたちが戻ってきてから約二十分後。

「行くぞ、お前ら」

　桃音会長の号令で、俺たちは神社に張ってある結界の外に出る。

　先頭はもちろん桃音会長。

　その隣に補ほ佐さとして俺。

　グループの中央にはユリアとヨルンが、各々の武器を担いで走っている。

　さらに猫又たちをアイ、地元妖怪たちをポンさんがそれぞれ率い、何かあった際はこれを指揮することになっていた。

　以上が護衛兼囮部隊の構成だ。

　先に神社を出た避難者グループは、俺たちの前方五十メートルほどを走っている。

　時折角を曲がって姿が見えなくなってしまうが、その時は桃音会長のすぐ傍に浮ういている折おり鶴づるの式神から、彼女の爺さんの通信が入る。

『こちらは問題ない。予定通り進む』

「了解だ。後ろも異状はない」

　桃音会長は通信を終えると、少し俺たちの方を振り返り、

「進め」

　と、短く指示を出し、率そつ先せんして走り始める。

　走るといってもジョギングか小走り程度の速度だ。

　前の避難者グループにはケガ人もいるので、たいしたスピードは出せない。それに合わせてこちらも低速で走っているという具合だ。

　まぁ、もしもの時に備えて体力を温存している側面もあるが。

「……っ」

「……」

「～～～」

　俺もそうだが、一緒に走っている妖怪たちの表情も緊張で強こわ張ばっている。

　そりゃそうだ。いくら隠かくれるように移動しているとはいえ。

　ズシーン　ズシーン

　ロボットたちの足音は常に聞こえてくる。

　あちらから、こちらから。

　正直、移動するだけでも心臓に悪い。

「あとどれくらいですか？」

「まだ出たばかりだろ」

　桃音会長は素っ気なく答える。

　彼女は角で立ち止まり、そっと進行方向の安全を確かく認にんする。

「……よし、進むぞ」

『桃音』

　その時、式神から通信が入る。

「どうした？」

『二丁目と三丁目をつなぐ十字路で、家屋が崩くずれて道が寸断されている。進路を変へん更こうする必要があるかもしれん』

「瓦が礫れきの間を通り抜けられそうにないのか？」

『それを今試ためしている。だが時間は無む駄だにできぬ。そちらでも迂う回かいルートがないか調べておけ』

「了解した」

　桃音会長はそう言うと、巫女服の懐から地図を取り出して広げる。

　そして、先程の会話で出た二丁目と三丁目をつなぐ十字路と、今俺たちのいる場所を確かめ、迂回できそうなルートを検討し始めた。

「さて、どうしたものか？」

「こっちの東回りのルートはどうですか？　たぶん一番近いですけど」

「ダメだ。そっちの道にはバツ印がしてあるだろ。そこは通れない」

　どうやら避ひ難なんしてきた人たちから、あらかじめ通れない道の情報を集めていたらしい。

　よく見れば地図のあちこちにバツ印がしてあった。

　しかし、これだけ通れない道があるとなると、かなり遠回りしなければ迂回できそうにない。

「参ったな……これでは予定していたルートが使えないも同然だ」

　遠回りすればするほどロボットに見つかる可能性は高くなる。

　俺も桃音会長も悩なやんで唸うなっていると、地図の周りに集まっていた人や妖怪たちの間からひょこっとアイが顔を出してきた。

「烈火！　ここ！　ここが通れるにゃ！」

「ここ……って、人ん家じゃないか」

「だから！　庭を通っていけばいいにゃ！　木の柵と生いけ垣がきしかにゃいから、人間だって簡単に越えられるにゃ！」

「……！」

　猫ねこらしいというか、俺にはなかった発想だった。

　しかもその家は生け垣さえ越えれば隣の家の敷しき地ちにも入れるらしく、その家の門を抜ければ例の十字路につながる道に出られるらしい。

「ナイスだアイ。それで行こう」

　桃音会長はニッと笑ってアイの頭をわしわしと撫なでる。

「んにゃっにゃあー！　撫でられるなら烈火の方がいいにゃ！」

「ご指名だ、問題児。たっぷり撫でてやれ」

「え、あ、はい」

「～♪」

　俺がアイの頭を撫でるのを替かわっている間に、桃音会長は式神を使って爺さんと連絡を取る。

「……というわけで、そっちが通れるか確かめてくる」

『可能なら柵と生け垣も壊しておけ。こちらには足をケガしている者もいる。小さな障害でも越えるのに難なん儀ぎするかもしれん』

「まぁ、壊したのはロボットのせいにすればいいな」

『緊急事態だ。やむを得ん』

「そういうわけだ。行くぞお前ら」

　最後のは俺たちに向けて言って、桃音会長は再び先行して走り始めた。

　俺たちもあとに続く。

　一分ほど走って、アイの言っていた家に着いた。

　見た感じ、木造の平屋といった感じで、アイの言っていた通り柵と背の低い生け垣に囲まれている。

　表から見える範はん囲いで崩れた箇か所しよはなく、ロボットたちの破壊活動から運よく逃のがれているみたいだった。

　これなら問題なく通れるかもしれない。そんな希望が湧わく。

「ユリア。ヨルン。妖怪たちと協力して生け垣をどかしておいてくれ。オレは問題児と奥を見てくる」

「分かりました」

「任せておいて」

　ユリアとヨルンは斧おのとハンマーを担ぎ直し、桃音会長の依い頼らいを請け負った。

「波乱烈火。アイ。ついてこい」

「はい！」

「分かったにゃ！」

　桃音会長とともに、俺とアイは平屋の庭を通り抜けて奥へと向かう。

　問題なく奥まで進むと、今度はやや高めの生け垣が行く手を塞ふさいだ。

　どうやらこの向こう側が、隣の家の敷地とつながっているらしい。

　しかし、猫や子供なら下を潜くぐり抜ぬけられそうだが、人間の大人は厳しそうだ。

「これはどかすのに手間取りそうですね。誰だれか呼んで来ますか？」

「いや、何とかなるだろう」

　そう言って、桃音会長は俺とアイに下がるよう指示する。

「すぅ……」

　それから桃音会長は木刀を大上段に構え、

「セィヤ！」

　まっすぐに、生け垣めがけて振り下ろした。

　ザンッ！

　バラバラバラ

　生け垣の枝が折れ、いや、斬れ落ちて、生け垣に隙すき間まができる。

「セィヤ！」

　桃音会長はもう一箇所枝を落として、人ひとり分が通れるスペースを作った。

　それにしても生け垣の枝を折るならともかく、木刀でスパッと斬るとか……

「会長、部活で人殺したりしてませんよね？」

「失敬な。これは霊力を用いた技わざの応用だ。剣けん道どうの部活中にそんな技は使わん」

　憮ぶ然ぜんとした顔で桃音会長は言って、地面に落ちた生け垣の枝を蹴けり飛とばす。

　そうやって足あし元もとのゴミも排はい除じよし、足をケガした人も通れるようにした。

「爺じじい。生け垣と柵はどかした。あとは十字路までの道に問題がないか確かめて……」

　桃音会長が式神に向かって報告をしている――その時だった。

「ぎゃあああ！」

「きゃああああ！」

　表の方から男女入り交じった悲鳴が聞こえる。

「！」

　俺はその時、真っ先に駆け出した。

　庭を駆け抜け、ユリアたちが柵と生け垣を撤てつ去きよしているはずの通り側に出る。

　すると、そこには。

　ズシーン！

　あのロボットが家塀を粉々にしながら、こちらへ向かって歩いてきていた。

「ひぃぃぃぃ！」

　妖怪たちはすっかりパニックに陥って、バラバラの方向へ逃げようとしている。

「落ち着け！　そいつらは人に危害は加えなかったって言ってただろ！」

　俺は自分でもビックリするくらいの大声を張り上げて、散り散りになりかけていた妖怪たちを制止した。

　屋根の上にまで逃げていた猫又たちがピタリと動きを止める。

「とにかくロボットの進路上に入らず隠れてろ！　あとはそのままやり過ごせ！」

「わ、分かったぁ！」

「ジッとしてるにゃあ！」

　具体的な指示がよかったのか、妖怪たちは互いに助け合いながらロボットの予測進路から離れる。

　と。

「にぃー！　にぃー！」

　子こ猫ねこが一匹ぴき、道路の上で腰こしを抜かしていた。

「ッ！」

　たぶん、猫又の誰かだ。

　ロボットに対する恐きよう怖ふのあまり、人化が解けた上に腰が抜けて動けなくなってしまったのだろう。

　しかも場が混乱していた上に、周りの陰に隠れ、今の今までその子猫がそこにへたり込んでいることに気づいていなかった。鳴き声も巨きよ大だいな足音にかき消されて、人の耳に入っていなかったようだ。

「くっ！」

　俺は隠れていた場所から飛び出し、子猫を助けにいく。

　大だい丈じよう夫ぶ……！　ロボットは人に手を出さないはずなのだから、子猫を素す早ばやく拾って進路上からどけば問題ないはずだ。

　俺は自分にそう言い聞かせながら子猫を抱きかかえる。

　あとはこの場を離れるだけ。

　頭ではそう分かっていたのに……つい、視線をロボットの方に向けてしまう。

「ッ！」

　目の前に迫せまるとなおのことデカく感じる。

　頭がないのでパッと見で操縦席がどこかは分からない。あの丸い胴どう体たいの出っ張った部分がそうなのだろうか？

　ズシンッ！

　ロボットが一歩を踏み出す。

　その巨大さから鈍どん重じゆうなイメージがあったが、思いのほか動作はスムーズだった。

　昔テレビのＣＭか何かで見た二足歩行ロボットは随分とゆっくり動いていたが、重心が低い分こちらのロボットの方が動きは安定している気がする。

　ギュイッ

　ロボットの体がわずかに下に傾かたむく。

　倒れそうになったというより、「下を見た」ような動きだった。

　そのせいか、俺はまるでロボットと目が合ったような気がして。

　次の瞬間。

　ズワッ！

　ロボットのアームが俺めがけて伸のびてくる！

「うわっ！」

　俺は慌あわてて右へ飛びのき、アームを避ける。

　今、俺を狙った!?

　人は襲おそわないんじゃなかったのか!?

　叫さけびたくなるが、そんな暇もなく第二のアームが襲ってくる。

「なろっ！」

　俺は飛びのいた勢いのまま地面を転がる。

「ニャゥ！」

「！」

　腕の中に抱いた子猫が悲鳴を上げた。

　俺は転がる勢いがなくなると同時に子猫を放す。

「ニィ！」

「早く逃げろ！」

　心配そうな子猫にそう言って、俺はその子から急いで離れる。

　だが、俺の足よりロボットのアームが伸びる速度の方が速い！

　捕つかまる……と、目を瞑つぶりかけた時。

「烈火くん！」

　ドガンッ！

　飛び出してきたヨルンのハンマーが、俺を捕まえようとしたロボットのアームをはじき飛ばした。

「大丈夫!?」

「ああ」

　ヨルンに庇かばわれながら俺は立ち上がる。

　それから改めてロボットを見上げるが……やはり俺のことを狙ねらっているようだ。

　しかし、なぜ？

　周りから話を聞いた限りでは、こいつらは逃げていく人たちにまるで興味がなかったはず……！

　そこでふと、もうひとつ桃音会長が言っていたことを思い出す。

『推測だが、あれはたぶん何かを探してるんだ――』

　奴やつらが探している、「何か」。

　それってもしかして……

「俺おれなのか……？」

　それなら目の前のロボットが俺を捕まえようとした理由に説明がつく。

　だが、だとしてもなぜこいつらが俺を狙う？

　厄やつ介かいな『物語』に巻き込まれるという『血』以外、特別なものなど何もないこの俺を、何で？

　いや、それとも……

　これは『誰かの物語』で、俺はそれにいつものように巻き込まれたということなのか？

　だが、その場合『ヒロイン』は誰だ？

　思い返してみても、つい最近初対面の異性に出会った記き憶おくはない。

　ズシーン　ズシーン

　ズシーン　ズシーン

　ズシーン　ズシーン

「……!?」

　何だ……足音が。

　デカい足音が近づいてきている。

　……まさか。

「烈火サン！　ロボットたちがここに集まってきてます！」

　上空から遠くの様子を見てきたポピーが大おお慌あわてで報告してくる。

　やっぱり、そうなのか……！

　ここまでロボットが特に何かしたようには見えなかったが、おそらく通信装置か何か積んでいるのだろう。それで仲間に連絡したに違ちがいない。

　今まで「何か」を探して町のあちこちに散らばっていたロボットたち。

　そいつらが突とつ然ぜんここに集まり始めた。

　目の前のロボットが俺を発見した直後から。

　やはり、こいつらは俺を狙っているようだ。

　その時、ロボットのアームが再び俺を狙って左右から伸びてくる。

「このっ！」

　左のアームはヨルンが叩たたき落おとしたが、彼かの女じよがハンマーを切り返す前に右のアームが俺へと迫る。

　そこへ。

「烈火さん！」

「問題児！」

　今度は桃音会長とユリアが飛び込んできて、ふたりがかりで右のアームを阻はばんだ。

「チッ！　鉄板くらいなら斬れるんだが傷ひとつつかんとは……！」

　桃音会長は舌打ちする。

　彼女の持つ木刀はいつか見たように淡あわく発光していた。おそらくそれも霊れい気きを使った技か何かなのだろう。

　桃音会長はロボットの動きを警けい戒かいしながら俺を振ふり返かえる。

「おい問題児！　お前こいつらの恨うらみを買うようなことしたのか!?」

「身に覚えがありません！」

「じゃあお前が生理的に嫌きらいとかそんな理由だな！」

　それはそれで嫌いやだ。

「モモネ！　ふざけている場合ではありません！」

　ユリアは斧を構えながら桃音会長に釘くぎを刺さす。

「分かってるよ」

　桃音会長は軽く返事をしながら、チラッとロボットを見上げ、

「しかし、何だってこいつは問題児を狙うんだ？」

「知りません。ですが、無む抵てい抗こうな彼かれを一方的に襲うこの者たちは悪です。その上、町まで破壊してさらに多くの人々を……とても赦ゆるせません。ギルティです」

「そうねー。まぁ、とりあえずこいつらに捕まったら烈火くんがどうなるか分かったもんじゃないし、まずは護るよ！」







[image: ]







　桃音会長・ユリア・ヨルンの三人は各々の武器を手に、ロボットに立ち向かっていく。

　しかし、彼女たちの武器はいずれもロボットの装そう甲こうに歯が立たなかった。

　桃音会長は鉄板くらいなら斬れると言っていた。

　だが見ている限り、あのロボットの装甲は鉄以上の強度を持っている気がする。

　その上、これは今いま更さら気づいたことだが、あの装甲には継つぎ目めらしきものがまるで見当たらない。

　特にその道の専門知識があるわけではないが、それはかなり高度な技術がいるものなのではないだろうか？

　いや、移動するロボットという時点で、充じゆう分ぶんオーバーテクノロジーなんだが……。

　幸いなことに敵は俺以外を傷つけるつもりはないのか、彼女たちにたいしてあからさまな攻こう撃げきを加えることはしなかった。

　その辺りは避難する人々を見み逃のがした点と共通する。

　ではやはり、俺だけが狙いなのか……？

　ズシーン　ズシーン

　ズシーン　ズシーン

　ズシーン　ズシーン

「……」

　敵のロボットの足音も確実にこちらに近づいてきている。

　もうあと数分もしない内にここへ辿たどり着つくだろう。

　ここが帰還不ポイント・オブ能点・ノーリターンかもしれない。

　……決断するなら今しかない。

　足の震ふるえは、意外と押さえ込めた。

　あとは……

「ごめんな」

「えっ、烈火サン!?」

　俺は肩かたの上のポピーをつまみ、横へと放り出す。

　そして、

「おい！　俺はこっちだ！」

　ロボットに向かって叫び、俺は走り出した。

「問題児!?」

「烈火くん!?」

　桃音会長たちの声を背中で聞きながら、俺は走り出していた。

　今は彼女たちを傷つけないようにしているロボットたちも、いつ牙きばを剥むくか分からない。

　その上、奴の仲間のロボットたちも続々と集まってきている。

　それでいて、こちらにはあのロボットを倒すどころか、傷つける手段すらない。

　時間が経たてば経つほど不利になり、危険度は増していく。

　この場を離はなれるとしたら、今しかなかった。

　俺さえここからいなくなれば、奴らは俺を追うはず。

　これ以上、彼女たちを危険に晒さらすわけにはいかない……！

「チッ！」

　俺は先さき程ほど桃音会長が切り開いた生け垣を抜ぬけ、隣となりの家の門から道路に出て、テキトーな方向に見当をつけて走り出した。

　とにかく、彼女たちから離はなれなければならない。

　大事なのは町から出られるかどうかよりも、まず距きよ離りを取ること。走れる道を選んで、ひたすら立ち止まらないようにすることだ。

　住んでいる町なのでいちおう土と地ち勘かんはある。

　通れる道ばかり選んで走ってきたが、どうやら俺は駅前に向かっているようだ。

　……駅前って町の中心じゃねーか。

　明らかに脱出と真逆の行動を取ってしまっているが、この際仕方がない。

　奴らが俺を追ってくれば、桃音会長たちも含ふくめ、避難している人たちも無事に脱出できると考えよう。

『――はぁ、まったく烈火さんは相変わらずですねぇ』

「……？」

　今、何か聞こえたような？

　懐なつかしいような、いつも聞いていたような。

　幼い感じのする女の子の声。

　妙みように呆あきれた口調だったが。

　周りに視線を配ってみても、特に人ひと影かげはない。

「幻げん聴ちよう……？」

　首を傾かしげる。

　もう一度耳を澄すませるが、二度とその声は聞こえてこなかった。

　デジャビュに、謎なぞのロボに、幻聴か……

　まるで主人公が大きな戦いに巻き込まれる漫まん画がの第一話みたいな展開だ。

　いやまぁまさにそういう『血筋』を受け継いでいるんだけど。

「こんなんホントどうしろってんだよ……」

　走りながら、ついぼやいてしまう。

『血』……か。

　親おや父じもこんなとんでもない『物語』に巻き込まれたりしたんだろうか？

　入学式の前日、親父は俺にこの『波乱の血筋』について話してくれたけど、そういった具体的な話までは聞いていなかった。

　あの日から今日まで、桃音会長とか常盤先せん輩ぱいとか、ある程度日常の沿線上の『物語』ばかりに巻き込まれていたから、あんまり考えたことはなかったが……親父もこんな命をかけるような『物語』を乗り越えてきたのだろうか？

　あんまそんな歴戦の戦士みたいな雰ふん囲い気き、俺の親父にはないけれど。

「もうちょっと話を聞いとくべきだったな……」

　何か少しくらいはこの状じよう況きように対処するヒントにはなったかもしれない。

　たとえば、あの変なものばっかり詰つめ込まれてる俺ん家ちの倉に、実は凄すごい伝説の武器とかが放り込まれてるとか。

　んなことあるわけないか。

　そんなこと考えている間に、駅前だ。

　駅では火の手が上がり、駅舎が燃え上がっている。

「……クソッたれ」

　本当に、何でこんなことになったんだ。

「俺が何かしたってのか？」

　振り返り、俺は訊いてみる。

『……』

　俺を取り囲むロボットどもは答えない。

　答えは得られないが、完全に囲まれた。

　十数体のロボットたちが俺を中心に円えん陣じんを組んでいる。

　ロボットとロボットの間に通れる道がないわけではないが、まず間ま違ちがいなくその前にアームに捕まるだろう。

　追い詰められた……。

　さて、どうなるか。

　いや、どうするか。

　正直なところ、捕まっていい予感はしない。

　何されるのかまるで分からない以上、どうにかしてこの場を切り抜けたいところだが……

　ポケットの中にあるのは目くらましと防ぼう御ぎよの護ご符ふ。

　これでどうにかできるか？

　不安は残るが、やるしかない。

　ズシーン　ズシーン

　ズシーン　ズシーン

　ズシーン　ズシーン

　ロボットたちが地じ響ひびきを立てて包囲の輪を縮めてくる。

「ッ！」

　俺は比ひ較かく的てき手て薄うすな東側のロボ群に向けて走り出す。

　ズバァ！

　即そく座ざに正面のロボットからアームが伸びてくるが、

「このっ！」

　俺は防御の護符を空中に投げる。

　すると。

　バシィ！

　雷かみなりのような音と光が起きて、円状の膜まくが空中に展開されたかと思うと、目の前まで迫っていたアームをはじき返した。

　防御の護符とはどんなものなのかと思っていたが、どうやら円形の盾たてみたいなものを生み出すものだったらしい。

　この調子でアームをかいくぐって突とつ破ぱを……！

　俺が次のロボットの動きを確かめようと視線を上げた時。

　ピカッ

　と、光って。

　ドゴンッ

　と、爆はぜた。

　最初は何が爆ばく発はつしたのかも分からなかった。

　気がつけば体が宙に浮き、地面に叩きつけられていた。

「ぐっ、が、はっ……！」

　全身の骨が軋きしむ。

　無理やり立ち上がろうとするが、体のあちこちが痛んでもう一度倒たおれたくなってしまった。

　後頭部からいったのか、なんだかドロリとした感かん触しよくが首筋にまで滴したたってくる。

　ていうかさっきの……もしかして、ビーム？

　俺の中の貧弱なボキャブラリーから出てきた単語だが、たぶん当たってる。

　その証しよう拠こと言わんばかりに、俺の倒れている場所よりわずかに後方の地面に、まるで熱で溶とけてできたような穴が開いていた。

　ロボットにビームときたか……完全に漫画かＳＦの世界だな。

　ここまで来るともう笑えてくるレベルだが、状況はまるで笑えない。

　何て言うか、さっきの一いち撃げきは今までと違って殺意がこもってた。

　そういえばロボットたちは桃音会長たちのことは傷つけないように、どこか気きを遣つかっていた節があった。

　つまり、さっきまでは全然本気で襲ってきていなかったんじゃないか？

　その枷かせが、俺が彼女たちと離れたことでなくなったんだとしたら。

　そして、奴らの目的が俺を捕まえることじゃなくて、殺すことなんだとしたら。

　もう手加減は期待できない。

　ギュイイイイイイイイン

　ロボットたちの胸部に光が収束し始める。

　あれがビームの発射装置か……。

　三百六十度囲まれて、死角なし。逃にげ場ばなし。

　防御の護符もどこまで保つか……

　ていうか、あんなもの防げるのか？

　半ばここが死に場所かと思いながら俺は護符を握にぎり締しめる。

　そして、ビームが発射された。

「ッ」

　あまりの光量に思わず目を閉じてしまい、反射で手の動きが止まってしまう。

　防御の護符が投げられない。

　さすがにダメかと覚かく悟ごする。

　そのまま、一秒、二秒、三秒……と、時間が経過する。

　……意識がある。

　死んでないのか？

「……？」

　恐おそる恐る目を開けた。

　すると、そこには。




　真っ赤な着物を着た少女が、俺を護まもるような形で仁に王おう立だちしていた。




「……エル？」

「何してんのよ、あんた」

　隣りん家かの居い候そうろうの少女は、どこか憎にく々にくしげな口調で呟つぶやいた。

「いや、何してんのって……そっちこそ」

　何してんだよこんなところで。

　ていうか、いつの間に俺の前に現れた？

　それよりもこんなとこにいちゃ危ない。

　いや、その前にビームはどうなった？

「～～～！」

　いろんな疑問やら心配やらがごちゃ混ぜになって言葉にならない。

　その間も、エルは俺を背に護る形で、ロボットたちと対たい峙じしていた。

『……』

　ロボットたちもなぜか動きを止めている。

　この拮きつ抗こう状態はどこから来るのか……。
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　と。

『エル。どういうつもりだ？』

「……!?」

　喋しやべった!?

　ロボットなのだから、つい無生物と思い込んでいたが、人が乗っていたのか？　それとも遠隔操作？

　いや、よくよく考えれば、どちらにしろロボットには〝設計者〟がいるはずで、どこかしらに人の意思が介かい在ざいしているのだ。

　この襲しゆう撃げきも。

　俺を殺そうとすることも。

　どこかの誰かの、明確な意思なのだ。

「……ッ」

　それを意識した時、改めてじわりと冷ひや汗あせが滲にじむ。

　くそっ……いったいどこの誰が、何で俺を殺そうとしてるんだ？

　その答えはあのロボ群を操あやつる奴が知っている。

　そして……もしかしたら、この状況に突とつ如じよとして介かい入にゆうしてきたエルもそれを知っているのかもしれない。

『エル』

「……」

　敵からの再度の問いかけにも、エルは答えない。

　ただちらりと俺とロボを見比べて……しばし間を置いて、くしゃりと髪かみの毛けを混ぜる。

「ああもう！　仕方ないわねぇ！」

　エルは敵に背を向け、俺へと手を伸ばす。

「えっ？」

「ジッとしてなさい！」

　エルは怒ど鳴なりながら俺の胸むな倉ぐらを掴つかむ。

　瞬しゆん間かん、ブンッ!!とどこか重い、ブレるような音がした。

　自分の視界が、おおいに揺ゆれる。

『エル！　キサマ、待ッッ!!』

　ロボットの怒ど声せいが急激に遠のく。

　そのまま俺の意識は、ぷっつりと切れた。




　　　　　▽




「……ぃ……きろ……ろ」

　何だ……ここは、どこだ？

　徐じよ々じよに意識が覚かく醒せいし始めた俺は、ゆっくりとまぶたを開けようとして、

「起きろ！　波乱烈火！」

　ゴチンッ！

　……強きよう烈れつなカカト落としで一気に覚醒させられた。

「っっってぇ！」

「いつまで寝ねてんのよ！」

　涙目で声の方を見れば、そこにはエルが仁王立ちしていた。

　どうやら俺は瓦が礫れきを背に、上半身を起こした状態で寝かされていたようで、今は若じやつ干かん彼かの女じよの方が視線は高い。

　その彼女の目は、どうにも俺のことを睨にらんでいるようだった。

　……やっぱり怒おこってる？

　会う時はいつも不ふ機き嫌げんだったが、今は何か明確に怒いかりを向けられている気がする。

　なにはともあれ。

「えっと、とりあえず、ありがとう。エルが助けて……くれたんだよな？」

　ロボ群から救出してくれた礼を言うが、最後は疑問形になってしまった。

　それも仕方がない。

　何せ、未いまだにわけの分からないことばかりなのだから。

　あのロボの群れがなぜ俺を殺そうとしたのかも分からないし――あんなオーバーテクノロジーの塊かたまりみたいな連中から、どうやってエルが俺を護ったのかもよく分かってない。

　俺はざっと周囲を見回す。

　あちこち壊こわれているが、この風景には見覚えがあった。

　確か、高校から俺の家とは反対方向に少し行ったところにある住宅街の辺りだ。

「ここ……駅から結構離れてるよな？　どうやってこんなところまで俺を？」

　まさか担かついできたわけじゃないだろう。

　エルに俺が担げるかどうか以前に、人を担いであの包ほう囲い網もうを抜けられるはずがない。

「やっぱり忘れてるのね」

「忘れてる？」

　エルがため息をついて言ったセリフに、俺は反応する。

　忘れてる。忘ぼう却きやく。忘ぼう失しつ。

　今日一日、ずっとずっと俺の頭の中で引っかかっていた事こと柄がらと、彼女の指し摘てきが見事に一いつ致ちする。

「俺は……何を忘れてるんだ？」

　そしてそれをエルは知っているのか？

　その意味も込めて、俺は問うた。

　エルはそれに対して、チッと舌打ちをして。

「ホント、忘れてんじゃないわよ。ほかの誰だれが忘れても、アンタだけは覚えてなくちゃダメでしょうがこの唐とう変へん木ぼく！」

「……すまん」

　やや理り不ふ尽じんな気もしたが素す直なおに謝あやまる。

　きっと俺が忘れていることというのはそれだけ重要なのだろう。

　俺にとっても……エルにとっても。

　だから彼女は怒っているのだ。

　だが、それならばなおのこと、俺は早くそれを思い出ださなければならない。

「エル。教えてくれ」

「……」

　エルは一度深呼吸を挟はさみ、気持ちを落ち着けてから、

「大おお友とも皐さ月つき」

　その名前を口にした。

「大友……皐月……グッ!?」

　脳の奥おくがちりちりする。

　大友……隣の家……エルの居候先……親父の友人……

　いや。

　いやいやいや。

　何か、もっと、あるだろ。

　俺自身と深く関かかわることが、大友家にある。

　大友皐月。

　女性の名前。

　大友の家のおばさんの名前は皐月じゃない。

　なら、誰の？

　…………娘むすめ？

「ぐっあ……ッ！」

　額にビシリと亀き裂れつが入ったみたいな衝しよう撃げきが。

　割れた脳みその間から記憶が溢あふれ出だす。

　十六年分の記憶。

　ずっと隣にいた幼おさな馴なじ染みの顔と名前。

「皐月……」

　思い出し――

「うあ!?」

　――記憶の奔ほん流りゆうが止まらない。

　むしろひとつ思い出したことをキッカケに連れん鎖さしていくように。

　イリス・フィネリタス・サイファーコール。

　ハリッサ・ホウプ。

　望のぞむ野のつみき。

　テトラ・メトラ・レトラ。

　リア。

　万ばん丈じよう響ひびき。

　チェルシー・マーガレット。

　ロザリンド・Ｃ・バートリ。

　スズラン。

　シャーリー・マダカスカウェル・ブラッド。

　レイン・ウォーターチャイルド。

　ファム。

　言こと塚づか澪みお。

　エリシア・オットー。

　ザイア・ガルディンドゥス・コロナ。

　リュン＝シルフィード。

　ラシュエル。

　ヅィータ・ゼロニア。

　林はやし原ばら霧きり。

　ニャニャン・アトランティア。

　四しノ宮みやちりか。

　シャーレン・ドットアイズ。

　次々と思い出される少女たちの顔と名前。

「ぐっ……げほっ！」

　脳みそに叩き込まれる情報量の多さに頭痛がしてくる。

　それでも情報の奔流は止まらない。

　異世界の竜りゆう。

　最強の魔ま法ほう使つかい。

　大銀河連邦の親玉。

　潰つぶれかけの食堂。

　地底の番人。

　創世の怪かい物ぶつ。

　異界の魔科学者と眠ねむり姫ひめ。

　九尾の妖狐。

　人種戦争。

　闇やみ喰くらいの悪あく魔ま。

　病の弟。

　過去の因いん縁ねん。

　運命に縛しばられた人形。

　宇宙海賊。

　浸しん食しよくされる惑わく星せい。

　地下ダンジョン。

　精霊界に蔓まん延えんする幽ゆう鬼き病びよう。

　サイキックハザード。

　三人目の魔ま王おう。

　ぶっつけ本番の特撮映画。

　巨きよ大だい海かい獣じゆうと変身ヒロイン。

　愛と情熱の暴走劇。

　流行はやり病やまいに人々が倒れ伏ふした桃とう源げん郷きよう。

　滅ほろびの定めのアトランティス。

　落下するラピュータ。

「ああ……くっそ……」

　俺は口の端から垂れたよだれを拭ぬぐい、二、三度咳せきをして立ち上がる。

「何だって忘れるかね……こんな濃こい半年を」

　ひとつだって相当なインパクトを持つ『物語』ばっかりだってのに。

　頭を振って頭痛を払はらい、俺は立ち上がる。

「やっと思い出した？」

「ああ、ありがとな、エル」

「別にアンタのためじゃないわ」

　エルはぷいっとそっぽを向く。

「……私じゃ皐月を見つけられなかったのよ。だから、たぶん……これはアンタじゃなくちゃ解決できない類たぐいのものなんだわ」

「皐月を……そうか」

　俺が記憶を失っている間、エルはいなくなった皐月のことをずっと探していてくれたらしい。

　どうせなら俺にも早めに教えて欲しかったが、まぁそこは彼女なりに複雑な思いがあったのだろう。基本的に、俺は彼女の敵みたいなものなのだから。

　だが、こうして俺を助けにきてくれたのだから、感謝感謝だ。

「エル。とりあえず、今何が起きてるのか教えてくれ」

「……私にも全部は分からないわ」

　エルは忌いま々いましそうに首を振る。

「分かってるのは、アンタの周りから皐月を含めた『ヒロイン』が複数いなくなって、しかもみんなそれを忘れてるってこと」

「みんな忘れてる、か」

　確かに俺だけがみんなのことを忘れていたんだとしたら、たぶんどこかで矛む盾じゆんが生じていたはずだ。

　アイとの会話でテトラが出てこなかったり、ユリアとの会話でスズランが出てこなかったりしたのは、ふたりも彼女たちのことを忘れていたからなのだろう。

　俺を含んだ全員の記き憶おくから『ヒロイン』のことが消去されていた。

　にわかには信じがたいことだが、起こってしまったものは仕方がない。

　起きたことは事実として受け入れ、話を前に進める。

「けど、桃音会長とか常盤先輩はどうなるんだ？　前にアールから聞いた話じゃ、あの人たちも『ヒロイン』なんだろ」

「知らないわよ。ただ」

「ただ？」

「……その人たちは厳密に言うと『アールの物語のヒロイン』なんでしょ？　私も元はと言えばあいつと同じ役割のために作られたから知ってるけど、彼かの女じよたちはアンタが過か酷こくな『物語』から逃げた時に用意されるはずだった『日常の中のヒロイン』のはず」

「……」

　どうだったか……アールの説明をそこまで詳くわしく覚えていないのだが、確かにそんな感じで皐月たちと先せん輩ぱいたちとは、微び妙みように違ちがう種類の『ヒロイン』だと教えられた気が。

　大おお枠わくではたいした違いがあるわけではないと言われた気がするが、こうしていなくなった『ヒロイン』と残っている『ヒロイン』という違いが出ている以上、そこには何か意味があるのかもしれない。

　……って。

「そういや、アールの奴やつはどこに行ったんだ？」

　改めてキョロキョロしてみるが、やはりあの軍服を着た幼い少女の姿はない。

　どんな時でも暢のん気きで、時に辛しん辣らつなツッコミを寄よ越こす彼女は、いったいどこに行った？

　俺おれはついエルの顔を見やるが、彼女はただ肩を竦すくめた。

「あいつの行ゆく方えなんて知らないわよ。けど、あいつがアンタの傍そばを離れるなんて、それこそよっぽどのことがない限りあり得ない話だわ」

「だよな……」

　異世界だろうが宇宙だろうが、アールはどこへでも俺についてきた。

　それはもう彼女自身の『機能』なのだと言っていたはず。

　なら……考えられることは。

「……アールが機能停止してる？」

「そう考えた方がいいかもね」

　思いつきで言った考えだったが、エルも肯こう定ていしてくる。

　しかし。

「でも、それこそ〝誰が〟アールを機能停止させるんだよ……？」

　まず大前提として、アールは基本俺にしか見えない存在だった。

　見えないということは知らないということ。

　知らないということは、対処しようという発想そのものができないということだ。

　アール自身が誇ほこっていた彼女の性能自体もそうだが、そもそも誰も彼女をどうこうしようと思い至らなかったからこそ、彼女はいつでも俺の傍に変わりなくいたとも言える。

　それこそ彼女が俺のところに来て『物語』や『ヒロイン』に干かん渉しようされたのはたった一回、冬子の言こと霊だまの影えい響きようを受けた時だけだ。

「言霊……冬子？」

　そういえば冬子とは未だに連れん絡らくが取れていない。

「っ」

　俺は慌あわててケータイを取り出す。よし、壊れていない。

　急いで電話をかける。

　トゥルルルル　トゥルルルル　トゥルルルル

　デフォルトのコール音が聞こえ続けるが、相手が出る気配は皆かい無むだ。

「……ッ」

　冬子が悪意をもってこんな真ま似ねをしているとは考えにくい。

　だが、この尋じん常じようじゃない状況……敵に彼女が利用されている可能性はある。

　冬子自身の安否も含めて心配だが、生あい憎にくと俺は彼女がどこに住んでいるのかも知らない有様だ。

　クッソ……記憶を取とり戻もどしたってのに、考えなきゃならないことが多すぎる。

　まるで難解に絡まり合った糸と糸だ。

　だが……それでも順々に整理していかなければならない。

「エル。エルとあのロボットの関係は、何だ？」

「……何のこと？」

「この期ごに及およんでとぼけないでくれ。あの時、あいつらと会話してただろ？　しかも向こうはエルのことを知っている風だった。どういうことだ？」

　ロボットはエルの名前を呼んでいた。

　俺を助けた彼女に対して、どういうつもりだ、とも。

　両者の間に何かしらのつながりがあるのは明らかだ。

　俺が辛しん抱ぼう強づよく相手の反応を待っていると、エルはやがてため息とともに舌打ちした。

「あれは……私と同じ〝強きよう硬こう派は〟よ」

「〝強硬派〟？」

「未来における、アンタに対する『機関』のスタンスから離り反はんした一派よ」

　エルは左右の指で空中に円を描えがき、ふたつの派は閥ばつについて説明してくれる。

「アンタを生かして未来を変えようとしてるのがアールたち〝穏おん健けん派は〟。一方でアンタを殺して未来を変えようとしてるのが私たち〝強硬派〟。シンプルに言えばそんな感じね」

「あ～、そういえばアールにそんなこと聞かされたような……」

　未来において起こる全宇宙全次元全異世界を巻き込む大戦争『全ての戦争オールオブウオー』。

　その発ほつ端たんとなるのが俺であり、アールとエルはその未来を何とかするためにそれぞれの派閥から送られてきたエージェントだ。

　アールは俺と『ヒロイン』を結ばせ、戦争の回かい避ひを。

　エルは俺を殺して、戦争の回避を。

　どちらも目的は同じだが手段が違う。

　その〝強硬派〟が今回の敵だというのなら、俺のことを殺そうとしたのにも納なつ得とくがいく。

　幸いと言うべきか、アールが属する〝穏健派〟が主流派であり、俺を殺そうという物ぶつ騒そうな考えをしている人たちは少数派らしい。

　今まで意識しつつもどこか遠くのことと思っていた未来の『物語』。

　それが……ついに俺の目の前に現れたのか？

「けど、エルも同じ〝強硬派〟なら、あいつらが皐月たちをどこへやったのかも知ってるんじゃないのか？」

『ヒロイン』たちの失しつ踪そうと今回の事件が無関係とは考えにくい。

　おそらく皐月たちがいなくなったのにも〝強硬派〟が関係している――そう推測しての問いかけだったが……エルはなかなか答えようとしなかった。

「エル」

「……」

「何か事情があるのは分かる。でも、皐月たちを助けたいんだ。それは、エルも同じなんだろ？」

　彼女は皐月を探し回っていたと言っていた。

　だったら俺はともかくとして、彼女のことは助けたいと思っているはずだ。

　でなければ、奴らと同じ〝強硬派〟のエルが俺を助ける理由なんてない。

　だが一方で、彼女が奴らの仲間であり、今日の襲撃について事前に知っていたのだとしたら、あまりにも対応が後手後手すぎる。

　仮に皐月だけを助けようとしていたのだとしても、事前に今日のことを知っていたのならやれることはいくらでもあったはずだ。

　それなのに彼女の口から出たのは「私じゃ皐月を見つけられなかった」という言葉。

　……まさか、前提が間違ってるのか？

「もしかして、エルは今日のことを何も知らなかったのか？」

「……ッ！」

　返事はなかったが、その表情が全てを肯定していた。

　同じ〝強硬派〟であるにもかかわらず、エルは今日の襲撃について何も知らなかった。

　だから皐月たちの行方も知らず、ずっと探し回っていたのだ。

「そうよ……私は、この襲撃のことを何にも知らない。あんな巨きよ大だいな自立型兵装を過去に送れるなら、私との通信状態を回復させることだって簡単なはずなのに。私には、何にも、知らされてない！」

　エルは感情を爆発させるように叫さけんだ。

　その目からは今にも涙が溢れそうだ。

「……」

　俺はエルの頭にぽんっと手を載のせる。

「っ……」

　いつもなら振ふり払われそうなものだったが、エルは俯うつむいて、何も言わなかった。




　　　　　▽




　しばらく時間が経たったのち、俺たちは話を整理し始めた。

「若じやつ干かん推測も入ってるが、皐月たちを攫さらい、その記憶を奪うばって、さらにロボットを送り込んで俺を殺そうとしているのが〝強硬派〟……と呼ばれている未来の連中ってことでいいんだよな？」

「ええ、たぶんね」

「ん。あと分からないことも多いんだよな……」

　俺を殺すという目的はいいとして。

　なぜ『ヒロイン』を攫ったのか？

　一方でなぜ一部の『ヒロイン』はこの時代に残されているのか？

　彼女たちの記憶を奪った方法は何か？

　アールと不言冬子の行方は？

　あと、なぜ〝強硬派〟はエルと連れん携けいを取らなかったのか？

「そういやあの時、ロボットの野や郎ろうは『どういうつもりだ!?』って言ってたよな」

「それが何？」

「ん……まぁ、ちょっと言いづらいんだけど」

　俺は言葉を選ぼうとするが婉えん曲きよくな言い回しが思いつかず、エルの表情を窺うかがいながら続きを話した。

「仮に、だけど……エルがその〝強硬派〟って連中から捨てられたんだとしたら、どういうつもりもクソもないと思うんだよ。通信がなかったってことは、向こうが一方的に切り捨てたことになるんだから、そういう言い方にはならないと思うんだ」

「……そうね」

　捨てられた、の部分は顔を顰しかめはしたが、エルは冷静に俺の意見に頷うなずいた。

　どういうつもりだ、というセリフは、エルの真意を問う言葉だ。

　つまり、向こうとしては、なぜエルが俺を助けたのか――ひいては自分たちの邪じや魔まをするのか、その理由は分からなかったということになる。

　奇き妙みような齟そ齬ご。

　まだ何とも言えないが、いちおう頭の隅すみに留とどめておくべき違い和わ感かんだろう。

「あとは何か、エルの方で気になってることはないか？」

　今回は未来世界が大きく『物語』に関わっている。

　それでいて俺自身はそこまで未来の状じよう況きように明るくない。

　エルならばその辺りにも詳しいだろうから、何か俺の考えに穴があったら埋うめてくれるはずだ。

「気になることねぇ……」

　エルはしばし考え込んだあと、ふと顔を上げて、

「そういえば……あいつが何もしてないのが気になるわ」

「あいつ？　アールのことか？」

「違うわ。あいつっていうのは、私とアールを造った博士のことよ」

「博士？」

　そういえば前にも一度、アールとエルの会話――というかあれは怒鳴り合いだったが――の中で「博士」という人物が出てきた気がする。

「アールが機能停止に陥おちいっていることは、あいつだって把は握あくしてるはず……なのに何のリアクションもないなんて、いったい……」

　エルはブツブツと呟く。

　その眉み間けんにはイラ立ちを表すシワが刻まれていた。

「……チッ、こんな時に何やってんのよあいつは」

「……」

　以前の話し振りを思い出す限り、その博士に対してもエルはいろいろと思うところがあるようだが。

「その博士って人は頼たよりにしてもいいのかもな」

「はぁ!?　何でよ、現に今こうして」

「だって、そんなにエルが怒るってことは、アールに何かあった時、その博士なら何とかするはずって〝信しん頼らい〟してるからだろ？」

　裏の裏は表。

　期待しているからこそ、信頼しているからこそ、それが果たされない時に憤いきどおる。

「……ッ！　私は別に、あんな奴のこと……」

「そんなこと言うなって。いわばエルたちの親みたいなもんなんだろ？　きっと今もふたりのために未来むこうで頑がん張ばってるはずさ」

「……私のためだかどうかは知らないけどね」

　エルは素直な返事はせずに再び視線を逸そらす。

　まぁしかし、彼女の言う通り、その博士が今何をしているのかは気になるところではある。

　アールの状態を常にモニターしていたのなら、エルの言うようにこちらの異変には気づいているはず。

　なら、何かしらのアクションがあって然しかるべきだ。

　あるいはすでにやっているのかもしれないが、こうしてロボットが過去に攻せめてきている以上、対処は上う手まく行っていないと見るべきだろう。

　では、なぜ上手く行っていないのか？

　実はモニターしていなかったとか、偶ぐう然ぜん気づいていないとか、そういう不運的な可能性を排はい除じよして考えるなら、答えは何か？

　ひとつ、あり得そうで、最も可能性が高いのは……未来でも〝強硬派〟が、博士たち〝穏健派〟を攻こう撃げきしているというものだ。

　だとしたら、俺やアールたちに対する反応が遅おくれる理由になる。

　……正直、状況は悪い。

　最もツラいのは皐月たちが攫われてしまったことだ。

　何の力もない俺がこれまで数多くの『物語』を解決できたのは、彼女たちの力あってこそだ。

　桃音会長たちを役立たずと言うつもりは決してないが、あのロボット群に対たい抗こうし得る戦力にはなれない。

　あいつらを倒たおすには、それこそリアやコロナ級の力が必要だ。

　だが現状、彼女たちはいない。

　ないものねだりをしている場合ではないが、さりとて打開策は思おもい浮うかばない。

　できるなら、未来の博士たちの救きゆう援えんを期待したいところだが、いつ来るとも知れないものを待ち続けるのもどうかと思う。

　何か、ほかにアテがないか考えてみる。

　イリスの父が席を連ねる大銀河連邦……はダメだ。

　彼女もシャーリーもいない今となっては、宇宙へ行く手段がない。

　となると異世界もダメ。

　そうなるとこの地球上で考えられるのは……。

　エリシアが所属していた超ちよう能のう力りよく者しやたちの『組織』。

　チェルシーの生家であるマーガレット家。

　あとはラピュータ王か。

「……」

『組織』のヤンの連れん絡らく先さきはエリシアしか知らないし、マーガレット家は連絡が取れたとしても、当主のナルテシアが対価なしに助けてくれるとは思えない。

　一番現実的なのは徒歩圏内に住んでいるラピュータ王だが……彼女の住む山――正確には不時着したラピュータ島――には、特に兵器の類はなかったはず。

　ラピュータ王自身も戦せん闘とうに長たけた『ヒロイン』ではない。

　町では例の浮き上がる移動球に乗れなくてツラいとか言ってたくらいだし……その代わりにセグウェイに乗ってるクセに。

　いつもそうかもしれないが、今回は本当に手て詰づまり感が半はん端ぱじゃないな。

「エル……」

「何？」

「エルは、あのデカいロボット相手にどれくらいやれる？」

「……結構難しいことを簡単に言うわね」

　エルは不機嫌そうに返してくる。

「私は元々戦闘用じゃないの。まぁ、多少は武器もあるけど、対人用だし。あんなデカいのを破は壊かいできるような兵装は積んでないわ」

「……」

　その対人武器ってのは要するに俺暗殺用なんだろうけど、ツッコまないでおく。

「じゃあさっき俺を逃にがす時に使ったのは？　一いつ瞬しゆん意識が途と切ぎれたからあんまり覚えてないんだけど、たぶん移動系のアイテムだよな？」

「粒子化転移装置ね。あれはもうやめておいた方がいいわ」

「え？　何でだ？」

「あれは私やアールみたいなキクルム用にカスタマイズされていて、人間用には造られてないの。アンタの場合はなんて言うか……慣れ？　みたいなものがあったから上手く移動できたけど、次も絶対無事って保証はないわ」

　慣れっていうと、異世界への移動やらワープウォッチのことだろうか？

　ああいったアイテムを何度も体験していたから、さっきは上手くロボットの群れの中から脱だつ出しゆつできたと……って、結構ギリギリだったんだな。

　しかし、移動手段だけでも確保できれば選せん択たく肢しの幅はばは格段に広がったんだが、それすらも怪あやしいとなると本格的に打つ手がなくなってきたな……。

「ちょっと、何しょげかえってんのよ」

　エルは眉まゆを吊つり上あげ、二にの腕うでの辺りをどんっと押おす。

「アンタはあの波乱烈火なんでしょ？　女癖ぐせの悪さで世界を『全ての戦争オールオブウオー』に巻き込んだクズ！　それがアンタでしょうが」

「いや、女癖が悪いってところは訂てい正せいしたいんだが……」

「るっさい！」

　エルは俺の反論を封ふうじ、キッと睨みつけてくる。

「そのアンタから、『何がなんでも女の子を助ける』って部分を取ったら、あとに残るのはクズい部分だけじゃない！　だったらせめて自分の唯ゆい一いつの取り柄くらい、がむしゃらに全まつとうしたらどうなの!?」

「……！」

　その言葉で、俺がだいぶ弱気になっていたことに気づかされ、ハッとした。

　みんながいないことが、思っていた以上に俺を動どう揺ようさせていたようだ。

　しっかりしろよ、俺。

　エルの言う通りだ。

　諦あきらめないのが唯一の取り柄だろ。

「悪かった、エル」

「で？　これからどうするのよ？」

「……」

　しばし黙もつ考こう。

「結局のところ、今回の『物語』の起点は未来にある。そうなると、せめて未来とつながるパイプラインが欲しい」

　エルの許もとに〝強硬派〟からの通信はなかった。

　となれば現状、未来とつながりを持っているのは……

「あのロボットを奪おう」

「……正気？　勝てると思ってるの？」

「戦うんじゃなくて奪うんだ。なら、やりようはあると思う」

　手持ちの手札がないなら相手から奪う。

　ひとまずその方針で行こうと。

　俺たちが動きかけた時。




　不意に、巨大な影かげが俺たちの頭上から降ふってきた。




　ズズズズズンン!!

「「!?」」

　突とつ如じよとして現れたのは、さっき振り切ったはずのロボット。

　数は数体。

　駅で取り囲まれた時の全部が現れたわけではないが、完全に進路を塞ふさがれた。

「なんっ、どうして?!」

　こんなデカブツが近づいてきてたら、たとえ空を飛んできたって気づいたはず。話しながらでもそれくらいはさすがに用心していた。

　なのに、こいつらは本当に突とつ然ぜんこの場に降ってきた……なぜ？

「粒子化転移装置……」

「え？」

「どうやら、こいつらも積んでたみたいね」

　さっき俺たちをあの場から脱出させた瞬間移動装置。

　それを、このロボットたちも？

「けどあれって人間がいたら使えないんじゃ、操縦者は？」

「だから、自立型って言ったでしょうが。無人のオートパイロットよ」

「でも喋しやべってたじゃないか！」

「スピーカーがついてればどっからでも声は送れるわよ」

「……そりゃそうだ」

　エルと喋っていた印象が強くて、つい操縦者がいるものと……。

　いや、後こう悔かいは置いといて、とりあえずピンチだ。

　ピカッ！

　ロボットから光が放たれる。ビームだ。

「このッ！」

「!?」

　そのビームを、エルが展開したドーム状のバリアが弾はじいた。

　バリアのドームは小さく、俺の頭が上から突つき抜ぬけそうな大きさだったが、強度は充じゆう分ぶんのようで、ビームを完全に遮しや断だんしてくれた。

「こういうのあるなら先に言ってくれ！」

「るっさい！」

　エルは憎にくまれ口ぐちを叩たたきつつも、ビームから俺を護まもってくれた。

「このバリアがあるならしばらく大だい丈じよう夫ぶか？」

「ええ、しばらくはね！　私とあいつらとじゃ体内の保有エネルギーに差がある……いつまでもは保もたないわ！」

「……ッ」

　時間制限付きの安全地帯ってわけか。

　敵は堅けん実じつに攻めるつもりなのか、ビームしか撃うってこない。円えん陣じんを崩くずさず、俺たちの逃げ道を塞ぎ続ける。

　あるいは足で踏ふみ潰つぶそうと、俺たちのところへ近づいてきてくれれば何かやりようもあるのだが……。

「クッ……！」

　エルが歯を食い縛る。

　段々とバリアの表面が揺ゆらぎ始めた。

　この状況で俺にできることは……!?

　俺はケータイを取り出し、冬子に電話をかけようとする。

　バリアが保つ間に彼女に電話がつながる可能性……彼女を説得できる可能性……いや、もうそんなこといちいち考えるな。

　九割ダメ元だが、何もしないよりはまだマシだ。

　俺は履り歴れきから彼女の番号を探し、かけようとした。

　その時。

　トゥルルルルル

「!?」

　反対に、電話が鳴った。

　表示される名前は。

『波乱次じ元げん』

「親おや父じ!?」

　ある意味で最も予想外の名前に、俺はこんな時だというのに面めん喰くらった。

　コール音は続く。

　今は無む駄だ話ばなしをしている余よ裕ゆうはない。

　切って、冬子にかけ直すべきか……？

　しかしなぜだろうか。

　何でか、切ってはいけない気がする。

　ピッ

　俺は縋すがる思いで、通話ボタンを押した。

「親父……」

『やっほー、烈火ちゃん今どこー？』

　……いつもの親父の声だ。

　期待したのが間ま違ちがいだったか？

「いや、あのな、親父。俺の方はそんなあいさつしてる暇ひまなくてだな」

『うん。だからどこって？』

「あの」

『急いでるんだよね？』

　不意に親父の質問が、有う無むを言わさぬ声こわ音ねに変わる。

　それに気づいた俺は、

「ッ、俺ン家と高校を挟はさんで反対側の住宅地だ！」

　さっき目覚めた時に確かめた自分の現在地を即そく座ざに答えた。

『りょーかい。すぐに行くよ』

　どうやって、なんて訊く間もなく。

　親父は本当にすぐに現れた。

　刃は渡わたりの長い日本刀でロボットの胴どう体たいを袈け裟さ斬ぎりに断たち、大きな火花と爆炎を吐はかせながら。

「ほいっ、お待たせ」

　親父は日本刀を肩かたに担かつぎながら、変わりない声で話しかけてくる。

　今しがた見せた人間離れした剣技など意にも介さずに。

「親父……どうして、どうやってここに？　親父たちは、外国にいるはずじゃ……」

「息子むすこのピンチに駆かけつけるのは親の務めだよ。ほら、ママも来てる」

「お袋ふくろ……？」

　親父が指差した方向――上空を見上げ、俺は言葉を失う。

　そこには、俺のお袋――波乱華か音のんがいた。

　空を飛んでいた。

「励れい起きせよ――子１８97」

　親父同様、久しぶりに聞くお袋の声が空から降ってくる。

　同時に、光。

　ビームとはまったく違う自然界の強きよう烈れつな光――雷らい光こうが、何条も束になって降ってきた。

　その雷かみなりは指向性をもって確実にロボットたちを撃ち貫く。

「なっ、なっ……」

　俺が絶句していると、お袋はしゅたっと華か麗れいに地面に降り立った。

「烈火。久しぶりに帰ってきたのに、なんてもんに巻き込まれてるのよ」

　お袋の格好はお気に入りのスーツ。

　これはいつも通り。

　結い上げた髪かみに青い瞳ひとみに、耳にはイヤリング。

　うん。これもお袋のお気に入りだ。

　が。

　その腰こしに佩はいた細身の西洋剣レイピアは……。

　俺の記憶がまだどこか失われているのでなければ、絶対に、いや、間違いなくはじめて見た。

　ていうか何でそんなもん持ってんだよ……しかも、さっきの雷もお袋がやったのか？

「いや、待った。さすがの俺もこの状況を一気に呑のみ込こむのには時間が……」

　親父も『波乱の血筋』を引いているのだから、なんか妙みような特技を持っていてもギリギリ納得できる。

　だがしかし。

「何っっっっっで！　お袋もそんな魔ま法ほうみたいなもん使えんだよ!?」

　もうホント心の底からの叫びだった。

　それに対して、お袋は、

「そんなことどうでもいいでしょ」

　と、素っ気なく答えた。

「よくねぇ！」

　いくら何でもその答えには納得できない俺は再度叫さけぶ。

「～～～」

　俺は説明を視線で親父に求める。

　親父は苦笑いして。

「烈火ちゃんはもう『波乱の血』がどういうものか分かってるかな？」

「ああ、そりゃもちろん」

「じゃあ、異世界の存在も信じる？」

「何往復したか覚えてない」

「……？　まぁ、知ってるならオッケーオッケー」

　親父は一いつ瞬しゆん怪け訝げんな顔をしたが、説明を再開する。

「ママはね、昔俺ッチが助けた異世界のお姫ひめ様さまなんだよ。魔ま法ほう剣けん士しでね、俺ッチと一いつ緒しよに異世界をあっちこっちと旅したものさ」

「魔法剣士……あ～～～」

　俺は頭を抱かかえて座すわり込む。

　納得できなかった、わけではない。

　むしろこんな簡単な説明で大体受け入れ完かん了りようしてしまっている。そんな自分に頭を抱えたくなったのだ。

　だが今はひとまずそういった感情は腹の奥おくに飲み下しておく。

「えーと……ひとまず、親父もお袋も常識はずれってのは理解した。けど、どうしてこんなタイミングのいい日に帰って来れたんだ？」

「あのねぇ、偶然なわけないでしょう」

　お袋が呆あきれ気ぎ味みにため息をつく。

「大友ッチが呼んでくれたのさ」

「おじさんとおばさんが？　どうやって……！」

　訊き返そうとして、途と中ちゆうでその答えに自分で気づく。

　そういえば大友家は皐月も含ふくめて全員魔ま法ほう使つかいの家系だった。

　ウチの両親と皐月の両親は昔から仲がいい――もし、親父たちがお互たがいの秘密をそれぞれ知っていたのだとすれば……

「外国にいる親父たちを魔法で連れてきたのか」

「そういうこと」

　親父は笑え顔がおで頷く。

　あのロボットが襲しゆう来らいしてきて、そしてその力が自分たちの手に負えないと気づいた時、おじさんたちはこの町を護るためにすぐさま親父たちの許へ向かったらしい。

　そのおじさんとおばさんは親父たちを送り届けたのち、避ひ難なん者しやの集団――おそらく桃音会長たち――を見つけ、それを助けるためにそちらへ合流したそうだ。

「……とりあえず、何が起こったのかは分かった。……でも親父、剣けん術じゆつなんて使えたんだな」

「昔取った杵きね柄づかってやつさ。刀の方は倉で埃ほこり被かぶってたのをね」

「埃は被ってないだろ。倉は夏休みにハリッサと掃そう除じしたんだ」

　ハリッサ……名前を口にすると、心臓がキュッと縮こまる気がする。

　彼かの女じよだけじゃない、ほかの攫われた『ヒロイン』たちも今どうしているのか……考え出すと止まらなくなりそうだ。

「ハリッサって……烈火、あんた今日だけじゃなく、もうほかにも『物語』に巻き込まれてたの？」

　お袋は小首を傾かしげながら俺おれに詰つめ寄よってくる。

　その視線は、ふと俺の横で事態の成り行きについて行けず呆ぼう然ぜんとしているエルに向けられた。

「この子がハリッサ？」

「いや、違ちがう。この子はエル」

「じゃあ、この子が今起きてる『物語』の『ヒロイン』さん？」

「え……いや、どうなんだろ？」

　急にあれこれと問とい詰められ、俺は返答に窮きゆうする。

　そういえば、今回の『ヒロイン』は誰だれなんだ？

　考えなければならないことが多すぎて、そこまで気が回らなかった。

　エルが『ヒロイン』？

　絶対にないということもないだろうが、何か違うような気もする。確かに〝強硬派〟同士深い関かかわりはあるのだろうが、別にエル自身があいつらに狙ねらわれているわけでもないし……

　ていうか、お袋が『波乱』の事情に詳くわしいのはともかくとして、なんか妙にいろいろと訊きいてくるな？

　さっき親父も怪訝な顔をしていたし。

　別に変なことを言った覚えもないんだけど……

　なんて、俺は俺で困こん惑わくしている、と。

　ギギ、ギギギギ

　軋きしむ音を立てて、先さき程ほど直ちよく撃げき雷かみなりを喰くらったロボットたちが二、三体、再び立ち上がろうとし始めた。

「あら、あれを喰らってまだ動けたのね」

　お袋は振り返り、片眉を上げる。

　特に慌あわてた風もなく、レイピアを抜き払う。

「こっちはラスボスくぐり抜けてレベルカンストしてるっていうのに、雑ざ魚こがしぶといわね。なら、これでどう？」

　お袋は剣けん先さきをそこらの瓦が礫れきの山に突き刺す。

　と。

「励起せよ――子0026５88」

　魔法の詠えい唱しよう。

　さっきの雷を落とした呪じゆ文もんに似ているが、違う。

　ドクンッ！

　瓦礫に刺さった剣がふと胎たい動どうするように瞬いたかと思うと。

　突然、そこらに転がっていたコンクリや瓦かわらや木材が、まるで意思を持ったかのように一箇か所しよに集まり始めた。

　ただの瓦礫と化していたそれらは集まり、重なり、やがて巨大な何かへと形成していく。

「お袋……何だこれ？」

「その辺の瓦礫を集めて造ったゴーレムよ」

　ゴーレム――シルエット的には敵のロボットにもやや似ているそれは、手に巨大な金かな槌づちを持ち、頭にはなぜか帽ぼう子しのようなものまで載せていて、敵に比べるとなんだかかわいい外見をしていた。

「造ったのは久しぶりだけどね。ちゃんと動くかしら？」

　お袋は小首を傾げつつ、レイピアをゴーレムから抜く。

　そして、その切っ先を立ち上がろうとしているロボットたちの方へと向けた。

「潰つぶせ」

『ウロロロロロロロ！』

　ノドの奥を鳴らすような雄お叫たけびを上げ、ゴーレムはロボットへと突とつ進しんしていく。

　ロボットに近づくと、その手にした金槌を振り上げ、

　ドゴンッ！

　敵の強固な外がい殻かくをベコンッとヘコむほど、思いっきり叩きつけた。

　ベゴンッ、ボゴンッ、最初の雷らい撃げきで動きの鈍にぶっていたロボットにゴーレムの攻撃を躱かわす余力はなく、ドンドンその姿をただの鉄てつ塊かいへと変えていった。

「っと！　待った！」

「ん？　どうしたの？　烈火」

「一体は生いけ捕どりにしてくれ。中身を調べて敵の情報を探したいんだ」

「今動いてる奴やつがいいの？」

「あいつらは遠えん隔かく操作の無人機だ。動いてる奴らの方がその通信が生きてる可能性が高いから、できればその方がいい」

「ん。分かったわ。ゴーレム！」

　お袋が命令すると、ゴーレムは起き上がってきたロボットの内の一体を破壊せず、代わりに脚あしを一本破壊してそのまま組くみ伏ふせた。

「いやー、ママがいると俺ッチの出番がないね～」

「次元さんのいいところはほかにあるからいいんですよ」

　ハッハッハッと笑う親父にお袋は微ほほ笑えむ。

　俺からすれば親父も相当なものだったのだが……まぁ、確かにお袋のインパクトに比べたらやや霞かすむ。

　ともあれ、親父とお袋のふたりが現れてからここまで十分と経っていない。

　とんでもない手て際ぎわの良さ。

　あるいは俺なんかとの格の違いを見せられた気分だ。

　何というか、親父に対してこういうのはあれなんだが……本物のヒーローみたいで。

「なんか腹立つ」

「え？　何か言ったかい、烈火ちゃん」

「別に」
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　俺はそっぽを向くが、向いた先でエルが呆れ顔がおをしていて、急に恥はずかしくなった。今のは確かにガキっぽい反応だったかもしれない。

　親父とお袋はそれぞれの武器を鞘さやに収め、こちらを振ふり向むく。

「さてっと、やっと落ち着いたし、逃げてる人たちも大友ッチがいれば大だい丈じよう夫ぶだろうし、そろそろ何がどうなってるのか俺ッチたちにも聞かせてくれるかな？　烈火ちゃん」

「できるだけ、分かる範はん囲いでね」

「分かったよ」

　俺はこれまでの経けい緯いをザッと説明した。

　突然、俺の周囲から『ヒロイン』がいなくなったこと。

〝強きよう硬こう派は〟のロボットたちが俺を殺すために未来から現れたこと。

　エルが間かん一いつ髪ぱつのところで俺を助けてくれたこと。

　アールのことは話してもいいのか迷ったが、話さなければ『全ての戦争オールオブウオー』の説明が非常に面めん倒どう臭くさくなるので正直に話した。

　親父たちはさすがに事情を深く理解しているので、俺の話にもほとんど口を挟まなかった。

　だが、親父たちも当然知っているはずの皐月の名前を出しても、ふたりは俺の幼おさな馴なじ染みのことをどうしても思い出せないようだった。

　俺はエルに指し摘てきされて全部思い出せたのに……何らかの個人差があるのだろうか？

　とりあえずそれは置いといて、俺はこれまで起きたことを全て話した。

　で。

「それは何とまぁ……」

「次元さんよりとんでもないことになってるわね、ウチの息子は」

　話を聞き終えた親父とお袋は驚おどろきを通とおり越こしてむしろ呆れ気味に言った。

「？」

　俺は俺で、両親の反応に違和感を覚える。

　というか、さっきからずっとふたりとの間に認にん識しきの齟齬を感じていた。

「あのさ、親父もお袋も、何でそんなにさっきから怪訝な顔をしてるんだ？」

　俺は思い切って尋たずねてみる。

「……」

　その問いに対し、お袋は一瞬困ったように眉まゆ根ねを寄せ、親父の顔を見た。

　一方で、親父の方は、

「う～ん、何て言ったらいいのかな……」

　何と答えたらいいのか窮しているように頭をかいていた。

「何なんだよ？　はっきり言ってくれ」

「いや、はたしてこれがおかしいことなのか俺ッチにも分からないんだけど……」

　親父はそう前置きしたあと。

「烈火ちゃんの『物語』に巻き込まれるペースが異常すぎる」

「……え？」

　それは思わぬ言葉だった。

「いや、だって……『波乱の血筋』ってのはそういうもんだろ？」

　十六歳さいから大人になるまでの間、バッドエンド寸前の『物語』に巻き込まれる体質に目覚める……それが『波乱の血筋』。

　そう教えたのはほかならぬ親父だ。

　ある程度はアールから補足説明された部分もあるが、親父だって知らないわけないだろう。

「うん。俺ッチたち『波乱』が『物語』に巻き込まれるのは普ふ通つうのことだよ。けど、ペースが異常なんだって。たった半年で……ええっと、三十人？　そんな数の『ヒロイン』を助けたなんて、そんな話聞いたこともないよ」

「……そんなにおかしいのか？」

「多くてもせいぜい五個か六個……俺ッチみたいに異世界に飛ばされて、何年も旅をするような『物語』に巻き込まれた場合『物語』ひとつで終しゆう了りよう、なんて場合だってある」

　巻き込まれてもせいぜい多くて五、六……

　何だろう。別にショックとかではないのだが、この半年で受け入れてきた自分の体質が、同じ『血筋』にあってもさらに異質と聞かされ、妙な不安定感を覚える。

　俺は……何なんだ？




「その疑問には私が答えましょう」




　そこへ、不意に第三者の声が投げかけられる。

「「「「……！」」」」

　俺たちはハッとしてそちらを振り向く。

　そこにいたのは、赤と青のラインが入った妙な生き地じの服を着た女性だった。

　瓦礫の山には不ふ釣つり合あいの小こ綺ぎ麗れいな格好をしており、敵か味方か測りかねる。

　と、ここまで俺たち波乱家の面々の反応。

　一方で、エルの反応だけは違っていた。

「……博士!?」

　エルの驚きよう愕がくする声が周囲に響ひびき渡わたる。

　博士。

　彼女は確かにそう言った。

　親父たちは当然として、俺も話には聞いていたが、実際に会うのははじめてだ。

「エル……久しぶりね」

　その博士はまず何よりも先にエルへ近寄り、その小さな体を抱だき締しめた。

「アールからの報告は聞いていたけど、やっと会えたわ」

「ッ……なっ、何よ！　気安く触さわらないで！」

　エルはハッとして博士をグイッと押しのける。

　体を離はなされた彼女は途と端たんに悲しそうな顔になって、

「エル。何があったのかは聞いてるわ。ごめんなさい。あの時会いに行けなくて。忙いそがしかったなんて言い訳にならないけれど、あなたがひとりでいる間どんな気持ちでいたか、ちっとも気づいてあげられなかった」

「るっさいるっさい！　アンタの話なんか聞くもんか！」
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　エルは博士を拒きよ絶ぜつするようにかぶりを振る。

　と、そこへ。

「こら」

「あたっ」

　俺のお袋に軽くデコピンされ、エルは怒ど鳴なり声ごえを途と切ぎらせる。

「何があったのかは知らないけど、キチンと話し合った方がいいわよ」

「……」

　額を押さえたままエルは黙り込む。

　だがもう博士から逃げるように後あと退ずさることはしなかった。

　その様子を見て博士は笑えみを戻もどし、立ち上がる。

　それから俺の方を見て、見て、見て……

「……あの」

「あっ、ごめんなさい。久しぶりに『烈火』の顔を見たら、つい」

　博士は照てれ臭くさそうに笑う。

「久しぶり？　えっと、初対面ですよね？」

「ええ、君とはね。でも、私は未来から来たから、『未来の烈火』を知ってるのよ」

「要するに……『同じ別人』ってことか？　ちょっとややこしいな」

「ふふっ、『同じ別人』か。おもしろい表現ね」

　博士はクスッといたずらっぽい笑みを浮うかべる。

「ねぇ、実はこの時間軸の烈火も『私の同じ別人』と会ってるのよ」

「え？」

「誰だか分かるかしら？」

　目の前の博士と『同じ別人』――つまり彼女の『過去』と、俺はすでに出会っているのか。

　誰か分かるかと言われても……頭がいいって意味じゃシャーリーが一番近い気がするが、髪の色が全然違うし、ふーむ……。

　悩なやむ俺を見て、博士はまたくすっと笑う。

「ごめんごめん。こんなクイズ出してる場合じゃないわよね。ちなみに、正解はラピュータ王よ」

「え、えぇえぇえええ!?」

　驚きのあまり俺は絶ぜつ叫きようしてしまった。

　あの無表情な幼女がこんな感情豊かで綺き麗れいな女性に……ダメだ。想像が追いつかん。

「ふふっ、まぁ混乱するでしょうから、私のことは博士って呼んでくれていいわ」

　俺が驚いたことに満足したらしく、博士は微笑みながら言った。

「ええと、じゃあ博士。話を戻させてもらうけど」

　俺はチラッとエルを見やりながら博士と話し始める。

　感動の再会に割って入るような形になってしまって申し訳ないが、どうしても聞きたいことがあるのだ。

「さっき、俺の疑問に答えるって言ったよな？」

「ええ」

「じゃあ訊くけど……俺はいったい、何なんだ？」

　親父も驚く『波乱』の中でも特異な俺の正体とはいったい……。

　やや緊きん張ちようしながら、俺は問う。

「必ずしも満足のいく答えじゃないかもしれないけれど、私は『未来の烈火』の協力を得て、君――『波乱烈火』の特異性を調べたことがあるの」

　博士は静かに話し始める。

「まず、『波乱の血筋』とは何なのかというところから調査に入ったわ。肉体・精神ともに常人と変わらない君たち『波乱』が、なぜどうしようもない悲劇すら覆くつがえす力を持っているのか」

「……」

「かなり時間をかけて調査したけれど、既き存そんの科学や魔ま導どう学がくに当てはめたロジックでの証明はできなかったわ。だからまぁ、ある意味ではただの推論に近いのだけれど、『波乱の血』というのはある種の『力』を発生させるものなの」

「『力』？　でも、俺にはたいして特別な力なんかないぞ？」

「別に目に見えるものだけが力じゃないわ。電子やニュートリノだって、観測する術すべがない間は見えない力だった」

　ただ観測できないだけで、確かにそこにある『力』。

　そんなものが俺の中にあるのかと思うと、つい自分の腕うでや脚を見てしまう。当然、今朝と何も変わっていない。ただの手足だ。

「最初、私は『波乱』に宿る『力』は悲劇という『マイナスの物語』を『プラスに変える力』かと考えていたわ。君の中の極大の『プラス』が周囲に作用して、全ての『マイナス』を『プラス』に変えてしまう。そうやって『物語』を幸せな結末に導いているんじゃないか、ってね」

　けど、と博士は話を区切る。

「『波乱』であっても時には悲劇が覆されるどころか、余計に惨さん憺たんたる結果に終わった事例が複数見つかって、その考えは白紙に戻ったわ。『波乱』が意識的にしろ無意識的にしろ『プラス』の影えい響きようを周囲に与あたえているのだとしたら、状じよう況きようが好転しないマイナスのままというのは変だもの」

　どんなマイナスにもプラスを加算すれば、少なからず数字はプラスに近づく。

　だが、博士の見解ではどうやら『波乱の力』とは『プラスに変える力』ではないようだ。

「じゃあ、結局どんな『力』なんだ？」

「最終的に辿たどり着ついたのは、逆にシンプルなものだったわ」

「それって？」

「それは、『変える力』よ」

『プラスに変える力』から『プラスに』を取ったものが、彼女の答えらしい。

「『波乱』には『物語』を『変える力』がある。ただし、悲劇がハッピーエンドになるほど大きく変えられるか、あるいは悲劇から脱だつするほどには変えられないか、もしくは悲劇がより悲劇に変わるか、それは各おの々おのの『波乱』次し第だいというわけ」

「ふむ……」

「さて、じゃあ『波乱の力』はいったい〝何を〟変えるのか、という点だけれど」

「？　そりゃ、『物語』じゃないのか？」

「その言い方も素す敵てきだと思うけど、私はもう少し違うと思ってる。君らが変えているのは、『運命』よ」

　博士は指を一本ピンと立てて言った。

「……運命？」

「そう。君たちによって救われるモノは多種多様で変化に富む。人の生死、国の興亡、世界の存亡、時には歴史の流れそのものを変えるような働きをした者もいる。歴史上の偉い人じんや英えい雄ゆうが持つ『運命力』とでも呼べる力。それを『血』として受うけ継つぐのが、君たち『波乱』なんじゃないかと私は考える」

「……」

「運命の岐き路ろに立ち、その行く手を担になう者――分岐点保持者、と私たちは呼こ称しようしている」

　博士は大まじめにそう語る。

　で、語られる側の俺とか親父はどうかというと……何と言うか想像以上に壮そう大だいな感じに話されてしまって、照れたらいいんだか驚いたらいいんだか、お互いに顔を見合わせ、困ってしまっているような有様だった。

「で、これでようやく『波乱烈火』の話に入れるわけだけれど」

　内心、やっとか、などと思いつつ、俺は身を乗り出して博士の話に聞き入る。

　そして、彼女の口が開く。

　直後。




　バヂィン!!




　巨きよ大だいな破は裂れつ音おんが頭上で鳴り響いた。

「なっ、何だ!?」

　不意を突かれたこともあって、俺は焦あせって空を見上げる。

　そこには。

「あれは……」

　裂さけ目めができていた。

　空に。空中に。空間に。直接、巨大な刀で切り裂いたみたいな、そんな裂け目が生まれて、バリバリと耳みみ障ざわりな音を立てながらドンドンその亀き裂れつを大きくしていった。

「まさか……」

　エルが緊張した面おも持もちで呟つぶやく。

　俺も、実はこの現象に見覚えがあった。

　あれは、エルが俺の部屋に現れた時と同じ――時空渡航装置による時間跳躍現象。

　しかもなんだか……

「でか……」

　空にできた裂け目は、エルの時の比ではなかった。

　もしかして、またロボットが送られてくるとか……

「また雑魚の群れかしら？」

　お袋は再び剣を構え、親父も刀を抜く。

　我わが家やの両親は撃げき退たいする気満々だ。

　だが。

　バリンッ　バキバキバキバキ

　まずその裂け目の向こうから奴の足の裏が見えた。

「は？」

　デカすぎる。

　足の先から膝ひざ下したまでだけで、すでに先さき程ほどまで戦っていたロボットと同じくらいの大きさだ。

　当然、膝ひざの上もドンドン裂け目から出てくる。

　しかも、今度の奴はこれまでのずんぐりむっくりとしたロボットたちと違って、ちゃんと頭部まである完全な人型だった。

　ズドオォォォォン[image: ]

「!?」

　着地の衝しよう撃げきだけでまともに立っていられなくなる。

　俺は壊こわれた塀に掴つかまって何とか姿勢を保ち、転びそうになったエルを支えた。

　やがて地じ響ひびきも収まり。

　俺たちは改めてそのロボット……超ちよう巨きよ大だいロボを見上げた。

「……っ」

　山と見み紛まがうほどの巨大さに、思わずつばを呑み込む。

　今まで戦ってきたロボットやゴーレムがまるで子供のようだ。

「こんなものまで送り込んでこられるなんて……」

　博士は苦々しい顔で独り言を言う。

　今いま更さら確かく認にんするまでもないが、彼女がこういう反応をしているということは、この超巨大ロボは『機関』の救きゆう援えんなどではなく、敵の増ぞう援えんらしい。

「ちょっとアンタ！　まさか時空渡航装置を〝強硬派〟に奪とられちゃったわけ!?」

「奪とられちゃったというか、技術を盗とられちゃったというか……」

　怒鳴るエルに、博士は苦々しい顔のまま答える。

「前にエルをこの時代に送る手引きをした『機関』の人間がいたでしょ？　あいつら、どうも時空渡航装置の設計図も敵に流してたみたいなの……けど」

　博士は再び独り言っぽく続ける。

「あの装置をここまで使いこなすなんて、相手はいったい何者？」

「まぁ、思考タイムはその辺にしておきましょう」

　お袋はレイピアで空をひと薙なぎして、博士たちの会話を一時中断させる。

「ひとまず、あれは壊してもいいのよね？」

「全然オッケーです」

　俺は速そつ攻こうで頷うなずいた。

「ゴーレム！」

『ウロロロロロ！』

　お袋はゴーレムを呼ぶとともに、自身もそちらへ向かって走り出す。

「励起せよ、励起せよ、励起せよ、励起せよ」

　魔法の呪文がレイピアの剣身に光を宿らせる。

　瞬く燐りん光こうは宙で踊おどり、まるで文字のような形を作った。あれは異世界の文字なのだろうか？

　その光の文字列が一気にレイピアへと集束する。

「ハァ！」

　お袋はレイピアを通して、その光をゴーレムの脚へと突き刺し、流し込んだ。

　瞬しゆん間かん、周囲で同時にガタガタガタと硬かたい音が連続する。

「何だ!?」

　驚いて周りを見回すと。

「ロボットが……」

　先程お袋ふくろとゴーレムが倒たおしたロボットの残ざん骸がいが、瓦礫を押おしのけながらゴロゴロと地面を転がったり、宙に浮いて飛んでいたりしていた。

　それらは一点、ゴーレムを中心に集まろうとしているようだ。

　かと思ったら、いきなりそれら残骸群はゴーレムと合体をし始めた。

「え、うぇええええ!?」

　またたく間に合体し、ゴーレムは超巨大ロボに勝まさるとも劣おとらない巨きよ人じんと化した。

　そんなこともできるのか……。

　俺が驚いている目の前で、超巨大ロボと超巨大ゴーレムが戦い始める。

『ウロロロロロ！』

　先制はゴーレムの金槌。

　脳天めがけて振り下ろされたそれを、ロボは両手の平で受け止める。

『ギュイィーン！』

　ロボの反はん撃げき。膝がゴーレムの胴どうを抉えぐる。

　砕くだかれた胴どう体たいからボロボロと瓦礫が降ふってきて、俺たちは慌ててその場からいったん退たい避ひした。

　その後も殴り合いは続く。

『ウロロロロロ！』

『ギュイイイイ！』

　攻こう撃げきの手数はほぼ同じ。

　どちらも互ご角かくに見えるが、一方的に削けずられているのはゴーレムの方だ。

「うーん、素材が違いすぎるわね」

「勝てないのか？　お袋」

「所しよ詮せんは瓦礫の寄せ集めだからね。オリハルコンかミスリルでも地球上にあればよかったんだけど」

　お袋は参ったわねと頭を掻かく。

「さっきの雷かみなりみたいな魔ま法ほうは？」

「使えるけど、たぶんあのデカブツ相手じゃ足止め程度しかできないわね」

「お袋の魔法には威い力りよくの上限があるってことか？」

「私の魔法は『励れい起き』――物質の持つ力を呼び覚まして、増大させる技わざ。ゴーレムはその応用よ」

　先程の雷は空気中の静電気を落らく雷らい並なみの威力に増大させたものだったらしい。

「次元さんはどう？」

「俺ッチもロートルだからねぇ。ママのサポートがあってもキッツいかなぁ」

　親おや父じとお袋は相談を始めるが、いい案はすぐに出てこなかった。

「……ッ」

　ふたりでもダメとなったら、いよいよ万ばん策さく尽つきたか……

　俺が俯うつむきかけた時。

　ギュウムッ！

「いギッ!?」

　思いっきり足を踏ふまれて、俺は悲鳴を上げる。

　踏んだのはエルだった。

「下見んな！」

「……！」

　そうだったな。

　何て言うか、今日は本当にダメダメだ。

　とにかく振り回されてばっかりで。

『――振り回されているのはいつものことでしょう』

「！」

　……アール？

　アールの声が聞こえた気がしたが、周りにあいつの姿はない。

　気のせい？　幻げん聴ちよう？

　それともエルの乱暴な叱しつ咤たが、アールの毒どく舌ぜつを思い出させたのだろうか？

「……よし！」

　俺は気合いを入れて、考え直す。

　親父とお袋はかつて異世界を救った名コンビだったみたいだが、今は俺が『波乱』だ。

　この『物語』の救い手は俺しかいない。

　今ここにある全てを使って、この状況を切り抜ける。

「力の増大……」

　俺は口の中でお袋の言葉を反はん芻すうする。

「……博士」

「え？」

「博士が……ラピュータ王が昔移動に使ってた球があるだろ。あれって、どういう原理で浮いてたんだ？」

「……？」

　唐とう突とつな質問に博士は首を傾かしげるが、

「あれは簡単な反重力装置ね。私はもう使ってないけど」

　と、答えてくれた。

　反重力装置……。

　俺おれは南の方角を見やる。

　確か、ラピュータ王が住んでいる元ラピュータ島は、ここから南に徒歩で三十分。彼かの女じよたちでそれなら、全力で走れば十五分前後くらいか……？

　ラピュータ王の説得は博士に任せるとして。

　……勝ち目はある。

　だが、やれるか？

　今回はとにかくシンプルな『物語』だ。

　敵が来て、それと戦う。

　敵を倒せば、さらに強い敵が出てくる。

　その繰り返し。

　単純なパワーゲーム。

　いつものようなトリッキーな反則技が入り込む余地がない。

　けど、やるしかない。

「親父もお袋も、全員聞いてくれ！」

　ゴーレムが負けるのも時間の問題だ。

　俺はその場にいた全員にたった今考えた作戦を手短に伝えた。

「……本気？」

　それを聞いたお袋は至し極ごく真っ当な反応を返してきた。

「本気だ」

　俺は答えた。

「……」

　お袋は親父に問うような視線を投げかける。

　親父は。

「いーんじゃないの？」

「そう思う？」

「だって俺ッチの息子むすこじゃん。俺ッチがママを助けようとした時も、似たようなもんだったと思うよ」

「……はぁ、親子二代揃そろって」

　親父の軽い答え方に、お袋は額に手を当ててため息をつく。

　それから俺の胸にドンッと拳こぶしをぶつけた。親指を立てて。

「あんたの好きなようにやんなさい。骨は拾ってあげる」

「できれば無事を祈いのっててくれ」

「祈って助かれば楽でいいわね。勇気を出して知ち恵えを絞しぼってもダメな時はダメなのよ。やってダメな時は潔いさぎよく散りなさい。その時は懇ねんごろに弔とむらって、次元さんとふたり目作るから」

「……なんて親だ」

「お母さんこう見えて年中戦ばっかりしてた世界の姫ひめなのよ。死を忌いまず友となれなきゃ戦士にはなれないわ。やって見せなさい」

　俺も大たい概がいだがウチの家族が思った以上におかしかった。

　十六年目で気づいた真実。

　あんまり知りたくなかったが、今知ってよかったかもしれない。

　ドガァン!!

　ゴーレムの胴体に大穴があく。

　もう保たない。

「じゃあ、行くぞ！」




　　　　　▽




　俺たちはゴーレムの巨きよ体たいが崩くずれ落おちる音を背に聞きながら走り出した。

「お袋は博士を連れて先に行っててくれ！」

「分かったわ！」

　お袋は風の力を増大させ、博士とともに空を飛んだ。

「必ず『こっちの私』は説得するわ！」

「応！」

「先に行って待ってるから！」

　博士はそう言って、すぐにお袋とともに見えなくなる。

　残されたのは俺、エル、親父の三人。

　道路はあちこち穴だらけだったり崩れていたりしているので、車も自転車もまともに走らせることはできない。

　俺たちは二本の足でひたすら元ラピュータ島を目指す。

「ねぇ！　粒子化転移装置で一気に目的地まで行った方がいいんじゃない!?」

「人間用じゃないって言ったのはエルだろ！　それに俺たちの目的はあのデカブツをラピュータ島までおびき寄せることだ！　一気にアイツの視界外まで逃にげちゃ意味がない！」

　敵の見える範はん囲い内ないで連続転移すれば、それだけリスクが跳はね上あがる。

　もし仮に粒子化転移装置を使うことになったとしても、それは本当にギリギリの状況になってからだ。

　それまでは、とにかく走る！

『ギュイィィーン』

　ゴーレムを倒した超巨大ロボが吼ほえる。

　奴やつはすぐに逃げる俺たちを発見した。

　その胸の辺りがガコンガコンと変形する。

　胸むな板いたの部分が左右にスライドしたかと思うと、そこから妙みような筒つつが……

　あれは……発射装置？

「ビームよ！」

「いぃ!?」

　そう来るか畜ちく生しよう！　追ってこいよ！

　いきなりの誤算に心中で罵ば倒とうが炸さく裂れつするが、なす術すべがない。

「エル！　バリア！」

「あんなデカいの防げるかー！」

　俺がエルが怒鳴り合っていると、

「やれやれ、しょうがないにゃあ烈火ちゃんは」

　親父が急停止してＵターンした。

「お、親父!?」

「いーから先に行きなー」

　親父は刀の柄つかに手をかけ。

　同時に、極ごく太ぶとのビームが発射される。

　瞬間、閃せん光こうに目が眩くらんで俺は目を瞑つぶる。

「よいせっ」

　まぶたが赤く焼ける向こうから、親父の気合いの入ってないかけ声が聞こえ。

　そして、何秒か経たって目を開けた時、親父は変わらずそこにいて、俺たちも無事だった。

「アンタのお父さん……ビームを斬きったわよ」

　エルがやや唖あ然ぜんとしながら何があったのか教えてくれる。

「ん～、ほら烈火ちゃんたち、何ボーッとしてんの。走って走って」

「お、おう！」

　促うながされ、俺は再び走り出す。

「つーか親父、なんかおかしいくらい強くないか？　それもその刀の力か？」

　追いついてきた親父に俺は思わず尋たずねた。

「それもあるけど、これの百パーセントの力を引き出せるのは、ママの魔法のおかげだね。今の俺ッチは『励起』で普通の何百倍も力が出せるんだ」

　使いすぎると寿じゆ命みよう縮むけど、と親父は最後につけ足した。

「まっ、使い惜しみしてる場合じゃなさそうだけどね……！」

　親父は走りながら、ちらっと背後を振ふり返かえる。

『ギュイイィイィイ！』

　その機械的な声と、大地を揺ゆるがす足音で、超巨大ロボがようやく俺たちを追いかけ始めたことを知った。

　ここからが本番だ。

　ズズンッ……

　敵の一歩はその巨体に比例してとてつもなく大きい。

　だが、その歩み自体は遅おそい。

　博士の言っていた通りだ。

　この逃とう走そう劇げきを始める前に、俺は彼女から奴らのことをあらかじめ聞いていた。

『烈火。〝強きよう硬こう派は〟から逃げる上でひとつ覚えておいて。あいつらの弱点を――』

　――奴らは俺以外の過去人を殺せない。

　いや、正確には極力殺したくないらしい。

　それは奴らが未来人だからだ。

　未来とは過去の積み重ね。

　つまり、過去が変われば未来が変わる。

　それは当然の理り屈くつで、その理屈を利用し、未来を変えようとしているのは〝強硬派〟も〝穏おん健けん派は〟も同じだ。

　で、〝強硬派〟は俺を殺して未来を変えようとしているわけだが――俺以外の者を殺したって、当然未来は変わる。

　誰だれかの親を過去で殺せば、未来にその子は生まれなくなる。

　その子の子も、子の子の子も。

　影響が出るのは直接的な子孫だけではない。

　たとえば俺がいなけりゃ『ヒロイン』が救われなかったように。

　誰かを殺してしまえば、その誰かに助けられるかもしれなかった誰かが助からなくなる。

　そんな命の危機云うん々ぬんでなくとも。

　たとえば誰かの励はげましが誰かの心を支えたかもしれないし。

　たとえば誰かの注意が誰かの考えを改めさせたかもしれないし。

　そういった仮定の連れん鎖さは無限通りの可能性をもって未来に影響を与える。

　だから、奴らは絶対標的である俺のみに的を絞っているのだ。

　言われてみれば確かに、桃音会長たちとともにロボットに遭そう遇ぐうした時も、奴らは俺だけを狙ねらい、無む闇やみに暴れもしなかった。

　あれは俺以外の誰かを傷つけないように細心の注意を払はらっていたのだ。

　超巨大ロボの歩みが遅いのも、センサーなどで足あし元もとに人がいないのを確かく認にんしながら進んでいるからなのだろう。

　そもそも最初に小さめのロボットを送り込んできたのも、周囲の人間を遠ざけるためだったのかもしれない。

「しっかし、俺ッチもいるのにビーム撃うってきたね～アイツ。烈火ちゃんしか狙わないんじゃなかったの？」

「親父も『波乱』だし、もののついでくらいに思われてんじゃねーの？」

「ついでってヒドいな～」

　俺も親父も軽口を叩たたくが、足は一いつ切さい止めない。

　もう五分は走った。

　あと三分の二。

「……っと！」

　とにかく道路の足場状況が最悪で、ただ走るだけでも転びそうになるが、根こん性じようで走り抜けた。

　だが、突とつ然ぜん俺おれたちの進行方向にロボットの群れが現れる。

「まだ残ってやがったのか!?」

　そういえばさっきお袋が倒したのは全部じゃなかった。

　おそらく、こういう万が一の時のために、後方で予備隊として待機していた部隊に違ちがいない。

『イギュイィーン！』

　その上、超巨大ロボもすぐ後方まで迫せまってきた。

「烈火ちゃん。後ろは俺ッチが足止めするから先に行きな」

「……っ！」

「大だい丈じよう夫ぶ。死亡フラグじゃないから」

　親父は不安げな俺を笑い飛ばし、超巨大ロボへと向かっていった。

　さっきのようなビームを防いだ時とは違う。あの山とも見紛うような巨体に、単身で挑いどもうというのだ。

　止めて聞くような親父じゃない。

　それは自分を顧かえりみればよく分かる。

　だったら、言うべきことは。

「死んだらお袋に言いつけんぞ！」

「そりゃおっかない」

　親父はそう返事して、見えなくなった。

　超巨大ロボが振り下ろしたパンチに正面から突っ込んでいったのだ。

　俺は前を見た。

　結果を確認してる時間はない。

　今は一メートルでもいいから距きよ離りを稼かせがなければ。

　しかし、その行く手をロボットたちが塞ふさぐ。

「くっそ！」

「邪じや魔まよバカ！」

　俺は全力で躱かわし、エルが全力で防ぐ。

　足を止めず、動き続ける。

　度たび重かさなる酷こく使しに不平不満の声を上げる心臓の根性を叩たたき直なおし、無理やり血液を、酸素を、全身に巡めぐらせ、動かす。

　ああちくしょうまったくちくしょう。

　これだけじゃ足らない。

　全然足らない。

　致ち命めい的てきに俺が足を引っ張ってる。

「くっ！　このッ……！」

　そのミスをエルが何度も埋うめ合あわせてくれているが、それももう限界が近い。

　目的地の山まであと半分もないというのに……！

「しまっ……！」

「！」

　ロボットのアームがエルの張ったバリアの横をくぐり抜け、俺の背後から襲おそいかかる。

　間が悪いことに、前からも。

　前後からの挟み撃ち。

　逃げ場が……ッ




「セイッ！」

「ハァ！」




　その時、家塀を乗のり越こえて飛び出してきたユリアとヨルンが、前後から迫ったロボットアームをハンマーと斧おのではじき返した。

「何でふたりがここに!?」

「烈火くん！　前！」

　ヨルンの鋭するどい声。

　彼女たちに気を取られた隙すきに、別のロボットが俺にビームの照準を合わせていた。

　エルは後ろ。バリアは間に合わない。

　俺は一いちか八ばちか横っ飛びに避さけようと足裏に力を込めるが、

　バキンッ!!

　と、そのロボットの頭の上に、勢いよく降り立つ少女がいた。

「斬れなくとも、突きならどうだ……？」

　気を纏まとわせた木刀を柄まで深々と刺さしながら、桃音会長は口くちの端を吊つり上あげる。

　どこかの制せい御ぎよ系けいが壊れたのか、ロボットはビームを放つことなく、そのまま動かなくなった。

「桃音会長まで……避ひ難なんはどうなったんですか!?」

「爺じじいと、あとなんか自じ称しよう魔ま法ほう使つかい夫ふう婦ふに預けてきた」

　魔法使い夫婦というのは、おそらく皐月の両親のことだろう。

　桃音会長はロボットの頭から下り、俺と並行して走り始める。

「問題児がオレたちから離はなれたあとな、ロボットどもは全部お前を追いかけ始めた。避難してる連中にもう危険はない」

　それはよかった……だけど。

「じゃあ、何で会長たちは戻もどってきたんですか？　無事に逃げられたなら、そのまま遠くに行けばよかったのに！」

「バカたれ」

　桃音会長は木刀で俺の頭を軽く小こ突づいた。

「お前を置いて逃げられるか」

「そうそう」

「まったく、人を心配させてばかりなんですから」

　会長の言葉にヨルンとユリアもうんうん頷いている。

「で？　お前は今何のために走ってるんだ？」

　桃音会長は訊きいてくる。

「……後ろのデカブツを倒すためです」

　俺は答える。

「なるほど。何をするつもりかは知らんが、要するに罠わなまでおびき寄せてる最中ってことか」

「大体そんな感じです」

「まだ先か？」

「もう少しです」

「ならあと少し手伝ってやる。どうせこいつも、お前の例の体質とやらの案件だろう？」

「……危険ですよ」

「見りゃ分かる。それに……」

　桃音会長はいったん言葉を切り……ニッと笑う。

「さっき、お前はオレたちのために囮おとりになった。受けた借りは必ず返す主義なんだよ、オレはな」

　彼女は話しながら、ユリアとヨルンを手て振ぶりで呼ぶ。

「よし、お前ら行くぞ」

「りょーかい！　ほら、烈火くん。行くよ！」

「私のあとについてきてください！」

　三人は俺を三角形で囲むように陣じん取どって、ロボットたちの直接攻撃を防いでくれた。

　ビームのような強力な兵器はエルがバリアで防いでくれる。物理攻撃にまでバリアを割さかなくて済むようになったので多少余よ裕ゆうが出てきたようだ。

　ズシーン！　ズシーン！

　ズシーン！　ズシーン！

　だが、右方からさらに新手。

「くっ……！」

　これ以上敵が増えたら手数の問題で対処できなくなってしまう。

　そうなったら、足が止まる。

　どうすれば。

　そう思った時。

「みんな行くにゃー！」

「「「「「ウニャアアアアアアア！」」」」」

「アイ!?」

　不意に現れた猫ねこ又またの大群が、ロボットの増援に向かって突とつ撃げきした。

「頑張るにゃー！　烈火を絶対護まもるにゃー！」

「あいつ何やって……！」

　進行方向を思わず変えそうになる俺の肩かたを、桃音会長が掴む。

「行くな」

「でも！」

「あいつらだってお前に助けられた。恩返しくらいさせてやれ。安心しろ、とにかく纏わりついて時間を稼ぐのがあいつらの役割だ。危険を冒おかすような真ま似ねはするなと言ってある」

　どうやらあの猫又たちの遊軍は、桃音会長の策らしい。

　ロボットたちが万が一に備えていたように、彼女も敵の増援に備えていたのだ。

「……！」

　……つながってる。

　記き憶おくは俺にしか戻っていないはずだけれど。

　彼女たちと紡つむいだ絆きずなまでは失われていない。

　大きな力を持たないと決めつけ、彼女たちをこの『物語』から遠ざけようとしていたのは誰だ？

　今、俺を護ってくれているのは誰だ？

　みんなを侮あなどっていたのは俺の方だ。

「……行きます！」

　俺は迷いを振り捨てて走る足に力を込める。

　もうすぐ目指していた場所に着く。

　肝かん心じんの超巨大ロボは今どの辺りだ？

　俺は走りながら振り返り。

「烈火ちゃん！　危ない！」

　親父の叫さけび声ごえが聞こえて。

　ビュンッッ……と、千切れたビームが頭上を掠かすめていった。

　おそらく親父が斬ぎり損そこねたビームが逸それて、俺たちの上を横薙ぎに通過したようだ。

　そのビームは俺たちが進もうとしている進路上に着ちやく弾だんする。

　高熱で溶とかされ、道路に巨きよ大だいな穴があく。

　その幅はばは約十メートル。オリンピックメダリストでも飛び越えるのは無理だ。

　穴は真一文字に地面を抉っており、迂う回かいしようと思ったら相当な遠回りだ。

　だいいち、後ろからは超ちよう巨きよ大だいロボはもちろん、ほとんど倒し切れていないロボットたちも迫っている。

　行くのは不可能。戻るのも命いのち懸がけ。

　だがそれでも立ち止まるくらいなら……！

　俺が足でブレーキをかけて、回り道を探そうとした時――ぐいっと、桃音会長が再び俺の肩を掴つかむ。

「そのまま走れ！」

「えっ!?　でも」

「いいから信じろ、オレたちを！」

「……ッ！」

　そう言われては是ぜ非ひもない。

　彼女を――彼女たちを信じて。

「うおりゃっ！」

　俺は穴に向かってジャンプした。

　当然、数秒にも満たない滞たい空くうのあと、落ち――

「!?」

　――そうになった体を、誰かがぐいっと上へ引っ張った。

　しかし、誰が？　今いる『ヒロイン』の中で空を飛べるのなんて……

「って、ポピー!?」
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「ふみゅうぅぅぅ！」

　ポピーは俺の服の片かた袖そでを掴み、懸けん命めいに翅はねを羽ばたかせていた。

　いや、よく見ると彼女だけではない。何十という彼女の仲間である妖よう精せいたちが、俺の服のあちこちを掴んで空を飛んでくれていた。

　おそらく、この妖精たちはポピーが集めてきてくれたのだろう。

　もしもの時、俺を助けてくれるために……！

　いくら感謝してもし足りない。

　やがて、向こう側に辿たどり着つく。

「ポピー！　妖精たち！　助かった！　ありがとう！」

　ここまで運んでくれた彼女たちにお礼を言う。

「はひ、頑がん張ばってくださ～い」

　よれよれになりながら、ポピーが最後のエールを送ってきてくれる。

　と、そこへエルが粒子化転移装置で向こう側からこちら側へ瞬しゆん間かん移動してきた。

「会長たちは？」

「アンタの作戦のことを手短に伝えておいたわ。頃ころ合あいを見て退くって」

　桃音会長ならばその辺りの引ひき際ぎわは見誤らないだろう。

「了りよう解かい！　あとは走るだけだ！」

「最初っから最後まで走ってばっかりだけどね！」

　エルは怒ど鳴なりながら、俺と一いつ緒しよに走り出す。

　もうすでに周囲に民家はほとんどなく、田んぼと空き地が広がっている。

　目の前には小さな山がいくつか。

　そして、俺たちは……目的の、デッカい窪地に辿り着く。

「はぁ、はぁ……」

　まだゴールじゃない。俺は窪地の奥おくの端はしを目指して、また走る。

　そうして向こう側に到とう着ちやくする頃ころ。

『イギュイィッィイイィイイン！』

　超巨大ロボが跳とんできた。

　それはもう一足飛びで。

　確かにこの窪地には俺とエルのふたりしかいない。ヘタに人がいるかもしれない町中を移動してくれるより、よっぽど周囲に被ひ害がいを出さないやり方だ。

　ズズズッズンンンッッ!!

　奴の着地で地面が鳴動する。

「わっわっ！」

「！」

　転びそうになるエルを掴んで支え、自分も踏ふん張ばった。

　ここまで来て、転んだ隙にやられたりしたらシャレにならない。

『ギュイィィーン！』

　超巨大ロボの頭部が俺たちを見下ろす。

　俺はケータイを取り出し、お袋ふくろに電話した。

「頼たのんだ」

『了解。巻き込まれるんじゃないよ』

　通話は手短に。ほかには何も言わない。

　俺は視線を上へ。

　超巨大ロボの頭部よりも上へ。

　下ばかり見ているアイツは気づいていない。

　その頭上から……反重力装置の作用を『励れい起き』によって高め、一時的にかつてと同じ〝空飛ぶ島〟と化したラピュータ島が、この窪地めがけて落下してきているのに。

「……って、微び妙みようにこっちにズレてんぞ!?」

「えぇええ!?」

　昔ラピュータ島が不時着してできた窪地の縁に立っていた俺たちは、慌あわててその場から逃げ出した。

　数瞬後。

『ギィ……』

　落下してきたラピュータ島はドデカい金属の塊かたまりを巻き込んで、昔と同じように再びこの地に不時着した。

　今回の『物語』はシンプルなパワーゲーム。

　だから、ドデカい奴を倒たおすのには、さらにドデカいのをぶつけた。

　ぶつけたというより、この場合は押おし潰つぶしたという方が正確だが。

「うえっ、ぺっ！　土が口に入った」

「お互たがい泥どろだらけだな」

　島の落下の衝しよう撃げきで吹き飛ばされた俺とエルは起き上がりながら、ふたりして土やら砂じや利りやらを吐き出した。

　改めて背後を見上げれば、落下してきたラピュータ島が再びラピュータ山となり、そこに鎮ちん座ざしていた……微妙に位置がズレているようだけど。

「エル」

「何よ」

　俺は無言で右手を軽く挙げる。

　その意図はエルにも伝わっただろうが、彼女はすぐには応こたえてくれなかった。

　だが、少ししてから。

「フンッ」

　ぱあんっ！

　俺の手をエルが乱暴に叩き、不器用なハイタッチが山の麓ふもとに響ひびき渡わたった。
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ネクストプロローグ







　超巨大ロボを山で押し潰されると、そのほかのロボットたちは唐とう突とつに姿を消した。おそらく未来に撤てつ退たいしていったのだろう。

　俺おれとエルは町へと戻り、お袋たちや桃もも音ね会長たち、それに博士と一緒にいたラピュータ王と合流した。

「ラピュータ王。今回は助かった。悪かったな、急に無む茶ちやな頼みをして」

「構、わん。危急の事態だった。あと、で図書館の片付けをしてくれれ、ば」

「う……」

　俺はラピュータ王の所有する蔵書の多さを思い出して呻うめき声ごえを漏もらす。

　まぁ、それは置いておくとして、何とか敵を撃げき退たいすることはできた。

　が。

「けど、このままじゃいずれまた敵が送られてくるよな……」

　今度は今回以上の敵がやってくるかもしれない。

　俺がつい暗い声で呟つぶやいていると、博士が。

「そのことについて、烈れつ火かに話があるの」

「？」

　博士の方を向き直ると、彼かの女じよは真しん剣けんな面おも持もちで話し始めた。

「まず結論から言うわ。烈火には、私と一緒に未来に来て欲しいの」

「……！」

　唐突な申し出に俺は目を見開く。

　唐突……いや、唐突か？

　こうなることを半ば俺は予想していた気がする。

　敵のロボットを鹵獲して、未来にアプローチを取ろうとしていた時にすでに。

　要するに。

「未来で、何か起こったんだな？」

　今日という日の一連の騒そう動どうは、おそらく未来での出来事に起因する。

『ヒロイン』たちが姿を消したのも。

　ロボットたちが襲ってきたのも。

「いったい未来で何が起こったんだ？」

「……まず、私たち〝穏健派〟の本ほん拠きよ地ちが〝強硬派〟に襲しゆう撃げきを受けたの」

　博士は、前置くようにひとつの情報を提示した。

「最初はなぜそんなことをしてきたのか意図が分からなかったけれど、アールからの通信で状じよう況きようは一変したわ」

「アールの？」

　俺は小首を傾かしげる。

「……そういえば、アールはどうなったんだ？　博士は知ってるのか？」

「あの子は今眠ねむっているわ」

「眠っている？」

　記憶が間ま違ちがっていなければ、確かアールは眠れないはず……。

「そもそもこの時間軸じくから『ヒロイン』が攫さらわれたり、彼女たちがいた痕こん跡せきが消しよう滅めつしたりしたのは、敵方の黒幕が不言いわず冬とう子この言こと霊だまの力を利用したからなの」

「冬子の……!?」

　そりゃ彼女の力を使えばあの不可解な状況も作り出すのは可能だろうが。

「あいつがそんなことに協力するとは思えないぞ？」

「もちろん、彼女自身が使ったわけじゃないわ。まず彼女が抵てい抗こうできないよう無力化したあと、『ゲンガーの秘石』を使って能力をコピーしたの」

「『ゲンガーの秘石』って……」

　以前、マーガレット家のナルテシアと一ひと悶もん着ちやくあった時、騒動の中心となった「他者の異能をコピーする石」か。

　あれで言霊の能力をコピーして、それを利用したと……。

「けど、敵にも誤算があったの。それは、以前アールが言霊の能力で烈火の傍そばから強制排除されたことがあったでしょう？　あのあと、私は言霊の力をシャットアウトするための装置をアールと開発していたの」

「……！」

「アールは誰よりも先に敵の目もく論ろ見みに気づいたけれど、すでに相手は動き出したあとだった……あの子はせめて『自分アールの物語のヒロイン』だけでもと装置を使用し、彼女たちを護ったわ」

　桃音会長や常盤ときわ先せん輩ぱいたち『日常ヒロイン』。つまり『アールの物語のヒロイン』が消えなかったのは、アールのおかげだったらしい。

　また、俺だけが皐さ月つきたちの記憶を取り戻せたのも、アールが言霊の影えい響きようを半ばカットしてくれたからだそうだ。そのおかげでひとつのキッカケを鍵かぎとして、記憶が呼び戻されたとか。

「……でも、じゃあ何でアールも消えたんだ？」

「その装置はまだ開発途中で、エネルギー供給面で問題を抱かかえていたの。アールはそれを、自分の分のエネルギーを使うことで補ほ填てんした。結果として、半実体存在のアールは実体部分を保てなくなって、存在不確かなあやふやな状態になってしまったの」

「!?　死んだのか!?」

「それは大丈夫。眠っているって言ったでしょう？　状況が好転すれば、『１と０の狭間あやふやな世界』から彼女を連れ戻せるわ」

　それを聞いて俺は――それとこっそりエルも――ホッとため息をついた。

「……ただ問題は、今回のコトを仕組んだ黒幕……そいつの目的が分からない。烈火の命を狙うにしてももっと方法はあったはずだし、『ヒロイン』を攫う理由も分からない。けど、その行動は過去と未来、もっと言えば『全ての戦争オールオブウオー』にも大きな影響を与あたえるウィークポイントを的確に突ついてきた」

「つまり、どういうことよ？」

　エルが博士に尋ねる。

「……実は、〝強硬派〟という派は閥ばつは確認されていても、その中心人物が誰なのかは未いまだにハッキリしていないの。エル、あなたを仲間に引き込んだのもそいつだと思うけど、その正体は知っている？」

「……直接会ったことはないわ」

「でしょうね。それくらい徹てつ底ていして姿を誰にも見せない奴やつなのよ」

「……」

　正体も意図も不明な黒幕、か。なんとも不気味だ。

「烈火」

　博士は、小さく深呼吸してから、もう一度口を開く。

「あなたを未来に招くとなれば、否いや応おうなく『全ての戦争オールオブウオー』にも関かかわらせることになるかもしれないわ。本当はそうしたくなかったのだけれど、至らなかった私たちをどうか赦ゆるして欲しい……そう思いつつ、一方であなたならもしかしてこれをキッカケに、『全ての戦争オールオブウオー』を解決してしまえるんじゃないかとも期待している自分がいるの」

「……」

「君たち『波なみ乱だれ』が大きな運命の潮流を変える力を持つ分岐点保持者だという話はしたと思う。中でも『波乱烈火』はその運命力が極きわめて大きな特異点なの」

　複数の『物語』に巻き込まれるなど、異常なほどの〝巻き込まれ率〟を俺が持っていたのはそのためだと博士は言った。

「『全ての戦争オールオブウオー』のような数あま多たの世界、数多の次元、星の数ほどの命が交わる運命の坩堝るつぼとも言える戦いを止められる者がいるとしたら、それは烈火――君のような特異分岐点保持者以外、絶対にいない」

　博士はキッパリと断言した。

「正直、敵の黒幕が何者なのか未だに分からない。けど、相手は平然と恐おそろしい一手を打ってきた。こちらからも動かなきゃ、おそらく詰つまれる。無理を言ってるのは分かってるけど、でも」

「それ以上は言わなくてもいいよ、博士」

　俺は彼女の話を遮さえぎり、言う。

「アールや皐さ月つきたちや……未来の世界だって、俺が行かなきゃヤバいんだろ？　だったら、行くさ」

「……ありがとう」

「いいって。それより、エルはどうするんだ？」

「……私も行くわ。あいつらに吠ほえ面づらかかせてやるんだから」

　未来へ行くのは俺、博士、エルの三人。

　本部が襲撃を受けた関係で、今の時空渡航装置ではそれが限界らしい。

　俺は話を聞いていた親おや父じとお袋の方を振ふり向むく。

「つーわけで、ちょっと未来に行ってくる」

「未来かー。俺ッチも行ったことないなー」

　親父は軽く笑ってから、ぽんっと俺の肩を叩いた。

「まっ、頑張ってきな。おみやげ期待してるから」

「すんな」

　んな余裕ねーっての。

「さすがに心配だけど、止めても行きそうだしね。仕方ないわ」

　お袋はため息をついて、やれやれと首を振った。

「心配かけてワリィ」

「親に心配かけない子供なんていないけどね」

　そう言いながら、お袋は俺を一回抱だき締しめた。

「危なくなったらちゃんと逃にげなさい。次元さんもあんたも、いつだって無茶するんだから」

「……」

　たぶんそれは無理だが、俺は無言で頷うなずいた。

　お袋も今のが空約束だと分かっていただろうが、微笑んで俺の体をそっと離した。

　それから俺は桃音会長たちの方に近づく。

「えっと、そういうわけなんで、しばらく学校休みます」

「安心しろ、どうせしばらく休校だ。というか、オレたちに言うことはそれだけか？」

　桃音会長は不満げに片眉を上げる。

　それはその場にいる全員が同意のようで、計六人分のトゲトゲしい視線が突き刺さった。

「その……え、えぇ～と」

「……まぁ、お前にこういう時の気の利いたセリフを期待するのが間違いだな」

　桃音会長は苦笑いする。なんか失礼なこと言われた。

「ふっ、まぁいい。そういうところも含ふくめてお前らしい」

「そ、そうですか？」

「ああ。オレはそういうお前のことを結構気に入ってるんだ。これっきりでお別れなんてことになったら泣いてしまうぞ。くれぐれもオレを泣かせるような真似はするなよ」

「……はい！」

　彼女なりの激励を受け、俺は力強く頷いた。

　アイにユリア、ポピーにヨルンも、みんなも桃音会長に続いてそれぞれ見送りの言葉をくれる。

　別れのための言葉ではなく。

　再会を願うための言葉を。

　それらに俺が返事をしていると――不意に常盤先輩が抱きついてくる。

「無事に帰ってきてね」

　いつも通り囁ささやくような声で、彼女は言った。

　彼女が抱きついたことにみんなが「ああーッ！」と悲鳴を上げたが、いつものことなのだと何とかなだめた。

　なんだかいつもに比べて、随ずい分ぶんと抱きついている時間が長かった気もするけど。

「それじゃあ、行ってきます」

　俺はみんなに手を振って。

「じゃあ、行くわね」

　博士が時空渡航装置を動かす。

　瞬間、視界が滲にじむようにぼやけ、気がつけば俺は妙みような空間にいた。

　聞いてみると、どうもここがいわゆる『時空の流れ』の中らしく、ここを移動することで未来や過去へ行き来できるものらしい。

　と言っても、俺自身はほとんど手足の感覚すらなく、知覚だけが鋭敏になっているような状態だ。移動そのものは時空渡航装置頼みになるみたいだ。

「なあ」

　幸い口だけは動かせた。

　このまま未来に着くまでどのくらいかかるか分からないし、ずっと無言でいるのも間が悪い。

　そこで、俺は博士にずっと気になっていたことを訊くことにした。

「ところで、『未来の烈火俺』はどこで何してるんだ？」

『全ての戦争オールオブウオー』は俺が『ヒロイン』を誰だれも選ばなかった結果起きた戦争だ。

　じゃあ、その当事者中の当事者である『未来の俺』は、その戦争が起きた時に何をして、今何をしているのか？

　ずっと疑問には思っていた。

　その質問に。

　博士は。




「『未来の烈火』はずっと〝行方ゆくえ不ふ明めい〟になっているわ」





―続―









あとがき







　ついに未来編が始まった超々時空ラブコメ第十四巻です。十三巻から続なめこの方はお久しぶりです。十四冊同時にお買い上げいただいた方は初なめこでございます。




　今回は７・８巻以来のつづきもの。加えてずっとやりたかった話なので（ここ何冊か毎回書いている気がしますが）最後までキッチリと書き抜きたいと思います。

　早いですが最後に謝辞を。

　和狸ナオ様。今回は原稿が遅れに遅れてご迷惑をおかけしました。少ない時間の中、博士のデザインや素晴らしい見開きイラストなどありがとうございました。

　担当の木下様。今回もプロットや原稿のチェックなどお世話になりました。ありがとうございました。そして、ＨＪ文庫編集部並びに営業部の皆様、書店で本を並べてくださる書店員様方、この本を手にとってくださった読者の皆様、リトル黙示録シリーズに関わってくださる方々へ最大級の感謝を！　どうぞこれからもよろしくお願いいたします。
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